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令和２年３月26日、国立教育政策研究所から「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参

考資料 特別活動」（以下「参考資料」）が示された。キャリア教育の要として位置付けられている特別

活動において、「児童生徒のよさや可能性を多面的・総合的に評価するとともに、確実に資質・能力が

育成されるよう指導の改善に生かす」ことが求められている。 

「学習指導要領（平成29年告示）解説 特別活動編」では、特別活動で育成を目指す資質・能力の視

点として「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」が示されている。研究員の学級の実態調査から、各

学級における課題について検討し、それぞれに焦点化する視点を見いだした。この三つの視点を児童

生徒の具体的な姿として表すと、「自己を生かし、協働してよりよい学級･学校生活をつくる」姿であ

るととらえた。この姿の実現のためには、学級活動の内容に即して、「指導と評価の一体化」を図るこ

とが重要である。 

そこで本研究では、「参考資料」の趣旨を踏まえ、「指導と評価の一体化」を図り、児童生徒の資質・

能力の向上のために、学級活動における評価の充実と指導の改善を目指すことを研究の目的とした。 

研究の方法として、まず、特別活動の評価の在り方についての基礎研究を行った。「解説」の記述か

ら、特別活動の評価に必要な13の視点を見いだし、さらに特別活動の評価のための３要素を明らかに

した。そしてこの３要素から、本研究における手立てを設定した。第１に「発達の段階に即した活動形

態別の『目指す児童生徒の姿』一覧」（以下「一覧」）を作成し、児童生徒のよさや可能性を多面的・総

合的に評価できるようにした。また、それと関連付ける「指導と評価の一体化 重点化シート」を作成

し、児童生徒の実態に合わせて、評価する観点や目指す姿を明確にできるようにした。第２に、「児童

生徒見取りシート」を作成し、形成的評価の記録を蓄積できるようにした。第３に「キャリア・パスポ

ート」を活用した活動を取り入れ、児童生徒が「実生活の自己調整」を行えるようにした。 

こうした手立てをもとに、目指す児童生徒の姿を明確にしたうえで学級活動の実践を行い、一連の

学習過程の中で児童生徒のよさや可能性を多面的・総合的に見取り、フィードバックする形成的アセ

スメントを行うことを通して、指導の改善を目指した。 

成果として、特別活動で育成を目指す資質・能力の視点である「人間関係形成」「社会参画」「自己実

現」につながる姿が見られるようになった。特に「一覧」と「重点化シート」の活用は、学級活動にお

いて、教師が指導に当たる際の指針として有効であった。 
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Ⅰ 主題設定の理由 

１ 研究の目的 

令和２年度、平成29年改訂の学習指導要領が小学校で全面実施された。令和３年度には、中学校で全

面実施となる。そうした中、令和２年３月26日に、「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する

参考資料（特別活動）」（以下「参考資料」1という。）が国立教育政策研究所から示された。そこには、

「児童生徒のよさや可能性を多面的・総合的に評価するとともに、確実に資質・能力が育成されるよう

指導の改善に生かすことが求められる」2とある。本研究会議では、「参考資料」で示された特別活動に

おける評価の手立てを更に工夫改善して「指導と評価の一体化」を図り、児童生徒の資質・能力の向上

のために、川崎市における学級活動の評価の充実と指導の改善を目指すことを研究の目的とした。 

 

２ 平成29年改訂における特別活動の位置付け 

（１）キャリア教育の要としての特別活動 

 学習指導要領第１章総則第４の１の(3)において、「児童（生徒）が，学ぶことと自己の将来とのつな

がりを見通しながら，社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくこと

ができるよう，特別活動を要としつつ各教科等の特質に応じて，キャリア教育の充実を図ること」3と新

たに示された。総則で特別活動がキャリア教育の要として位置付けられた点は特筆すべきことである。  

学習指導要領における特別活動の目標（図１）は、

当然のことながら、総則の趣旨を踏まえて設定されて

いる。本市における「キャリア在り方生き方教育」4の

推進のためにも、キャリア教育の要としての特別活動

を更に充実させていく必要がある。 

 

（２）特別活動で育成を目指す資質・能力 

 「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別活

動編」（以下、「解説（小学校）」という。）及び、「中学

校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別活動編」

（以下「解説（中学校）」という）5において、特別活

動で育成を目指す資質・能力の視点として、「人間関

係形成」「社会参画」「自己実現」が示された。これは、

中央教育審議会教育課程部会特別活動ワーキンググ

ループ（2016）が「特別活動において育成すべき資質・

能力の視点について（案）」（図２）で示したものがもとになっている。杉田（2020）は、「人間関係形成」、

「社会参画」、「自己実現」の定義を著書6の中で述べている（表１）。杉田はこれらを「人間としての生

                             
1 「参考資料」と示した場合、特別活動の「参考資料（小学校）」「参考資料（中学校特）」双方を表すこととする。 
2 国立教育政策研究所『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（特別活動）』 東洋館出版社 2020年 p.12 
3 文部科学省『小学校学習指導要領（平成29年告示）』 2017年 p.24 （『中学校学習指導要領（平成29年告示）』p.25） 
4 第２次川崎市教育振興基本計画「かわさき教育プラン」第２期実施計画（平成30年３月）で、基本政策Ⅰ施策１に位 

置付けられた本市のキャリア教育。 
5「解説」と示した際には、「解説（小学校）」「解説（中学校）」の２冊を示すこととする。 
6 杉田洋・稲垣孝章『特別活動で、日本の教育が変わる！』小学館 2020年 pp.38-39 

図１  

図２ 特別活動において育成すべき資質・能力の視点 

  （平成 26年 特別活動ＷＧ 資料より） 
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き方の三原則」と述べている。本研究会議においても、

この定義を採用する。 

 なお、この三つの視点は、川崎市総合教育センター実

践研究主題である「自己実現を図り、持続可能な社会を

創る資質・能力の育成」とも重なるものであると考える。 

 

（３） 学級活動の内容と一連の学習過程 

特別活動は、学級活動、児童会（生徒会）活動、クラ

ブ活動、学校行事で構成される。なお、クラブ活動は、

小学校のみで示されている。 

学級活動は、学級活動(1)「学級や学校における生活

づくりへの参画」と、学級活動(2)「日常の生活や学習へ

の適応と自己の成長及び健康安全」並びに学級活動(3)

「一人一人のキャリア形成と自己実現」の三つの内容が

示されている。学級活動(3)は、今回の改訂において、小

学校では、これまでの学級活動(2)から分かれるかたち

でキャリア形成や自己実現に関わる内容として新設さ

れ、小学校から高等学校までの一貫性が明確になった。 

学級活動(1)は、「学級や学校での生活をよりよくする

ための課題を見いだし，解決するために話し合い，合意

形成し，役割を分担して協力して実践」7することを内容

とする。学級活動(2)及び(3)は、(2)が現在の生活上の課

題、(3)が現在及び将来を見通した生活や学習に関する課題という違いはあるが、「学級での話合いを生

かして自己の課題の解決及び将来の生き方を描くために意思決定して実践」8することを内容とする。 

今回の改訂では、図３及び図４のように、「解説」で学級活動における学習過程が例示された。これに

より、小学校と中学校とで同様の学習過程で学級活動を行っていくことが、明確になったといえる。そ

うした一連の学習過程の積み重ねの中で児童生徒の資質・能力の育成を図っていくうえでも、目指す児

童生徒の姿を明確にして児童生徒を見取り、適切な指導を行っていく必要がある。 

 

（４）先行研究等から見た特別活動の課題 

「特別活動ワーキンググループにおける審議の取りまとめについて（報告）」9では、特別活動に「必

ずしもその役割を十分に果たし切れていなかった」面があったことを指摘している。「特別活動に対す

る指導方法や評価方法の理論的な研究や，実践の共有が都道府県や学校間，さらには教員間において十

分になされてこなかった」ことを要因の一つに挙げ、「評価方法の理論的な研究」の必要性が示された。 

先行研究においても特別活動の評価に視点を当てた研究論文は極めて少ない。2020年10月に、国立国

会図書館で検索したところ、『日本特別活動学会紀要』１号から28号までの約300件の論文中、特別活動

の「評価」を表題に明記した論文はわずか６件であった。 

                             
7 文部科学省『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別活動編』 2017年 p.43 
8 文部科学省『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別活動編』 2017年 p.43 
9 中央教育審議会教育課程部会「特別活動ワーキンググループにおける審議の取りまとめについて（報告）」 2016年 p.24 

図３「解説」に例示された学級活動（1）における学習過程 

図４「解説」に例示された学級活動(2)(3)における学習過程 

表１ 杉田洋による三つの視点の定義 

人間関係形成 違いや多様性を超え、多様な人々とともに生きること

社会参画 集団や社会の形成者としての役割を果たしながら生きること

自己実現 なりたい自分を目指し、自分らしく生きること
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本市の先行研究においても、高橋（2006）は、「評価補助簿などを活用した評価方法についても今後さ

らに検討する必要がある」10と述べている。その後、本市において、特別活動の研究論文として評価その

ものに焦点を当てたものはない。このことから、本市において、特別活動の指導と評価に焦点を当てた

研究の必要性、特に、「指導と評価の一体化」を図った学級活動の研究の必要性が見えてきた。  

 

３ 川崎市における特別活動の現状 

（１）全国学力・学習状況調査における質問紙から見た本市の学級活動の実態 

「平成31年度全国学力・学習状況調査」の質問紙

の結果11から、次のことが見えてきた。 

表２は、本市における「学校質問紙」、つまり主

として管理職が回答した学級活動に関するアンケ

ート結果である。小学校においては、全国平均並で

あったが、中学校では、学級活動(1)及び(2)(3)と

もに高い結果が出ている。 

また、表３は、本市における「児童生徒質問紙」、

つまり、児童生徒を対象とした調査の結果である。

これを見ると、ほぼ全国平均並みの結果となって

いるものの、小学校の学級活動(1)については、全

国平均よりも高い結果となっている。 

つまり、全国的に見れば比較的高い水準にある

といえる。これは、「キャリア在り方生き方教育」

を継続していることが要因の一つであると考え

る。より詳細な分析をするために、質的な課題を探

るべく、本市のキャリア在り方生き方教育担当者

を対象にアンケート調査を５月に実施した。 

 

（２）本研究会議が今年度に実施したアンケート調査から見た本市における学級活動の課題 

「特別活動について課題に感じていること・知りたいこと」についての自由記述を要約し、分類整理

してカテゴリー別に集計したところ（表４）、「学級活動における指導方法の共通理解に関すること」が、

全体の44.0％を占めた。その中には、「指導者による実践の格差が生じている（8.3％）」といった回答が

見られた。次いで、「学級活動の時間の確保が十分にできていない」といった「時間の確保」についての

回答が全体の14.3％、「特別活動で育成を目指す資質・能力」についての回答は11.9％となっている。「特

別活動の指導と評価」についての回答は、7.1％であった。 

この結果から、本市の学級担任は、学級活動を行う中で指導方法に課題意識をもっていること、評価

に関することへの意識は十分ではないことが分かった。「指導と評価の一体化」を図り、特別活動で育成

を目指す資質・能力の三つの視点をもとに児童生徒の姿を明確にし、本研究で重視する一連の学習過程

に基づいた学級活動において、児童のよさや可能性を適切に評価して指導の改善に生かす必要がある。 

                             
10 高橋徹「自治的、自発的態度を育む学級活動」平成17年度研究紀要第19号 川崎市総合教育センター p.113 
11 国立教育政策研究所ホームページ （2020年４月27日） 

「平成31年度(令和元年度) 全国学力・学習状況調査 指定都市別 調査結果資料」 

表２ 全国学力･学習状況調査「学校質問紙」の 

 学級活動に関する川崎市の結果（表は、筆者作成） 

とても

思う

わりと

思う

あまり

思わない

全く

思わない

とても

思う

わりと

思う

あまり

思わない

全く

思わない

川崎市 40.0 54.8 4.3 0.0 川崎市 33.9 58.3 7.0 0.0
神奈川県 41.0 55.0 3.7 0.0 神奈川県 30.7 60.8 8.3 0.0

全国 40.2 54.3 5.3 0.1 全国 34.9 58.2 6.7 0.0

とても

思う

わりと

思う

あまり

思わない

全く

思わない

とても

思う

わりと

思う

あまり
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全く

思わない

川崎市 43.4 54.7 1.9 0.0 川崎市 41.5 54.7 3.8 0.0
神奈川県 35.8 57.5 6.7 0.0 神奈川県 28.2 62.5 9.3 0.0

全国 36.8 56.4 6.6 0.1 全国 31.1 60.3 8.4 0.1

学級活動(1) 学級活動(2)(3)

小学校 小学校

中学校 中学校

調査対象学年の児童に対して，学級生活を

よりよくするために，学級会で話し合い，互い
の意見のよさを生かして解決方法などを合意

形成できるような指導を行っていますか

調査対象学年の児童に対して，学級活動の

授業を通して，今，努力すべきことを学級で
の話合いを生かして，一人一人の児童が意思

決定できるような指導を行っていますか

表３ 全国学力･学習状況調査「児童生徒質問紙」の 
学級活動に関する川崎市の結果（表は、筆者作成） 
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川崎市 35.1 43.6 16.9 4.3 川崎市 28.7 45.8 20.8 4.6
神奈川県 28.8 44.7 20.5 5.8 神奈川県 25.4 44.8 23.8 6.0
全国 30.1 43.9 20.3 5.6 全国 28.8 44.6 21.3 5.2

とても
思う

わりと
思う

あまり
思わない

全く
思わない

とても
思う

わりと
思う

あまり
思わない

全く
思わない

川崎市 26.7 48.9 18.4 5.8 川崎市 20.1 45.0 26.1 8.8
神奈川県 21.4 47.5 22.9 8.0 神奈川県 16.2 43.0 30.2 10.5
全国 25.3 46.3 21.3 7.0 全国 21.0 44.6 26.1 8.1

小学校 小学校

中学校 中学校

あなたの学級では、学級生活をよりよくするた
めに学級会（学級活動）で話し合い、互いの
意見のよさを生かして解決方法を決めている
と思いますか。

学級活動における話合いを生かして、今、自
分が努力すべきことを決めて取り組んでいる
と思いますか。

学級活動(1) 学級活動(2)(3)
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４ 主題設定 

新型コロナウイルス感染症対策としての学校の臨時休業のため、休業明けの６月中旬から研究員の学

級における、いわゆる年度当初の学級活動を参観した。また、研究員の学級で児童生徒にアンケートを

実施した。それらをもとに、各学級の課題と焦点化する資質・能力の視点について検討した。 

Ａ小学校６学年の学級の課題の一つとして、アンケート結果から「自己肯定感が低い」ということに

着目した。自己のよさを生かし、学級の一員として楽しく学級生活を送ることができるようにする必要

があると考えた。Ｂ中学校２年生の学級における課題の一つとして、担任である研究員は、「他者との関

わり」を挙げた。臨時休業が明けて間もない時期のためか、担任として、「みんなで楽しい雰囲気にして

いこうとする思いが伝わってこない」と感じていた。そのため、よりよい人間関係による支持的風土12

の醸成を目指していきたいと考えた。Ｃ中学校３学年の学級の課題の一つとして、担任である研究員は、

「指示待ち傾向が強い」ことを挙げた。自分たち

でよりよい学級をつくっていこうとする社会参

画の力を育むことが必要だと考えた。 

そこで、表５のように、各学級で育成を目指す

資質・能力の視点を焦点化したうえで、評価の充

実と指導の改善を図っていくこととした。 

なお、「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」

は、「解説」に「三つの視点はそれぞれ重要である

                             
12 「Ｋ．レヴィンの流れをグループダイナミクスの研究者であるＪ．ギップ（1971）は、凝集性（まとまり）や生産性の向上は、重苦

しい防衛風土（defensive climate）をゆるめて支持的風土（supportive climate）を高めていくことによって可能となることを明らかに

している」  髙木展郎（編著）『「これからの時代に求められる資質・能力の育成」とは』2016年 東洋館出版社 p.116  

実施時期：2020年５月 19日～６月 19日 

学
校
・

学
年 A小学校６年 B中学校２年 C中学校３年

見
え
て
き
た
課
題

と
育
て
た
い
力

自己肯定感が低く、自信がない
児童が多いため、自分のよさに
気付き、そのよさを生かして自信
をもって活動する力を育てていき
たい。

どことなく他人事という雰囲気の
ため、他者との関わりを深め、学
級のみんなで楽しく交流していこ
うとする力を育てたい。

指示待ち傾向が強いため、自分
たちでよりよい学級づくりに自主
的、実践的に取り組もうとする力
を育てていきたい。

該
当
す
る

資
質
・
能

力
の
視
点

「自己実現」の視点 「人間関係形成」の視点 「社会参画」の視点

具
体
的

な
姿 自己を生かす姿 他者と協働する姿 よりよい学級・学校をつくる姿

表５ 各学級において目指す資質・能力の視点と目指す姿 

表４ 「特別活動についての課題や知りたいこと」 のアンケート結果  

件数 割合 記述内容の分類 件数 割合

① 指導者による実践の格差が生じている 7 8.3%
② キャリア・パスポートの活用方法を知りたい 7 8.3%
③ キャリア・パスポートの意義についての共通理解が必要 4 4.8%
④ 学級会の進め方の校内の共通理解が必要 4 4.8%
⑤ キャリア・パスポートの取組に不安がある 3 3.6%
⑥ 合意形成を目指す話合い活動の方法を知りたい 3 3.6%
⑦ 学級活動（３）の指導方法について知りたい 2 2.4%
⑧ 学級活動の(1)(2)(3)の違いを認識されないままに実践されている実態がある 2 2.4%
⑨ 学級活動の進め方についての共通理解が必要 2 2.4%
⑩ 合意形成を目指す話合い活動がなされていない 2 2.4%
⑪ 学級活動(2)や(3)で、意思決定して実践していくための方法を知りたい 1 1.2%
⑫ 学校行事等のための学級活動になってしまっている 6 7.1%
⑬ 時間の確保に課題がある 6 7.1%
⑭ 特別活動で育成を目指す資質・能力を育てる指導方法を知りたい 4 4.8%
⑮ 特別活動で育成を目指す資質・能力を明らかにして指導する必要がある 4 4.8%
⑯ 特別活動で育成を目指す資質・能力を育てる指導方法の共通理解が必要 2 2.4%
⑰ 学級会の中で子供をどう見取るか、教師が何をすべきかを知りたい 3 3.6%
⑱ 特別活動の中で子供をどう見取るか、教師が何をすべきかを知りたい 2 2.4%
⑲ 特別活動の評価の在り方について知りたい 1 1.2%
⑳ キャリア教育の視点でカリキュラム・マネジメントをする必要がある 2 2.4%
㉑ キャリア教育の視点で各教科等の指導をすることが難しい 1 1.2%
㉒ キャリア教育の視点で特別活動を実施できているか不安 1 1.2%
㉓ 職業観や勤労観を育てる必要がある 1 1.2%
㉔ 児童会活動で低学年の意見も大切にする指導方法について他校の実践を知りたい 2 2.4%
㉕ 他校の特別活動の実践の様子を知りたい 1 1.2%
㉖ 特別活動の指導方法を全市的に広めていく必要がある 1 1.2%

㉗ 特別活動を通してキャリア教育をすすめる実践例を知りたい 3 3.6%
キャリア教育の要としての特別活動

に関すること
3 3.6%

㉘ キャリア教育の共通理解を図る必要がある 3 3.6%
キャリア教育全体についての共通理

解に関すること
3 3.6%

㉙ キャリア在り方生き方ノートの活用についての共通理解が必要 2 2.4%
㉚ キャリア在り方生き方ノートの効果的な活用方法を知りたい 1 1.2%
㉛ 地域への愛着を育てることが難しい 1 1.2% 地域との連携に関すること 1 1.2%

内容別合計 84 100% カテゴリー合計 84 100%

37 44.0%

特別活動の指導と評価に関す

ること

特別活動の指導方法の全市的な視点

での共通理解に関すること
4 4.8%

7.1%

11.9%

6.0%

「特別活動について課題に感じること・知りたいことなど」自由記述の具体的な内容（要約）
自由記述の主な内容

3.6%

カテゴリー

14.3%

学級活動の指導方法の共通

理解に関すること

キャリア教育で目指す資質・

能力に関すること関すること

キャリア在り方生き方ノートに関す

ること

時間的課題に関すること

特別活動で育成を目指す資

質・能力と指導の共通理解に

関すること

10

6

12

3

5
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が，相互に関わり合っていて，明確に区別されるものではない」13と示されているように、各学級の実態

に応じて焦点化を図るものの、相互に関連させながら指導と評価を行っていくものである。 

ここまで、２-（４）では、本市の先行研究等から学級活動の評価の研究の必要性があることについて、

３-（２）では、本市の学級活動の実態から、評価の充実と指導の改善を目指す必要性があることについ

て述べた。４では、特別活動で育成を目指す資質・能力の三つの視点にそって焦点化して研究を進める

ことについて述べてきた。これらのことから、研究主題、副主題を次のように設定した。 

 

Ⅱ 研究の内容 
１ 研究の構想 

 図５は、本研究会議の研究構想図である。本市における先行研究においては、学級活動(1)または、旧

学級活動(2)のいずれかに焦点化を図った内容が多

かった。しかし、特質の異なる学級活動(1)と学級

活動(2)(3)の双方の機能を生かすことで、その教育

的効果はより高まると考える。このことから、本研

究においては、そのいずれかの内容に焦点を当てる

のではなく、「指導と評価の一体化」という視点か

ら学級活動全体を対象に研究を進めることとした。 

 

２ 特別活動の評価 

（１）「解説」から見た特別活動の評価 

①「解説」の記述から見いだした特別活動の評価に求められる13の視点 

「解説（小学校）」第４章第

５節14には、「特別活動におけ

る評価」について、「特別活動

の評価において，最も大切な

ことは，児童一人一人のよさ

や可能性を積極的に認める

ようにするとともに，自ら学

び自ら考える力や自らを律

しつつ他人とともに協調で

きる豊かな人間性や社会性

など生きる力を育成すると

いう視点から評価を進めて

いくということである。」と

示されている。この記述を含

                             
13 文部科学省『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別活動編』 2017年 p.12 ※中学校学習指導要領も同様 
14 文部科学省『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別活動編』 2017年 p.162 

学級活動の一連の学習過程における評価の充実と指導の改善 
―自己を生かし、協働してよりよい学級･学校生活をつくる児童生徒の育成を目指して― 

図５ 令和２年度 特別活動研究会議 研究構想図 

「解説」における評価の記載内容
「解説」から見いだした

評価に求められる１３の視点
３要素へ
の分類

① 最も大切なことは，児童一人一人のよさや可能性を積極的に認めるようにする 個人内評価の視点 【１】

②
自ら学び自ら考える力や自らを律しつつ他人とともに協調できる豊かな人間性や社
会性など生きる力を育成するという視点から評価を進めていく

非認知的能力の評価の視点 【１】

③ 活動の結果だけでなく活動の過程における児童の努力や意欲などを積極的に認め,
形成的評価

（形成的アセスメント）の視点
【１】

④ 児童のよさを多面的・総合的に評価したりすることが大切 羅生門的アプローチの視点 【１】

⑤ 集団活動や自らの実践のよさを知り， 個と集団の評価の視点 【１】【２】

⑥ 自信を深め，課題を見いだしそれらを自らの実践の向上に生かす 自己調整の視点 【２】

⑦ 児童の活動意欲を喚起する評価 教師による称賛や励ましの視点 【１】

⑧ 児童自身の自己評価や集団の成員相互による評価などの学習活動 自己評価・相互評価の視点 【２】

⑨

「学校，家庭及び地域における学習や生活の見通しを立て，学んだことを振り返りな
がら，新たな学習や生活への意欲につなげたり，将来の生き方を考えたりする活動
を行うこと。その際，児童が活動を記録し蓄積する教材等を活用すること。」とされた
ことを活用する

「キャリア・パスポート」の
活用の視点

【２】

⑩ 指導の改善に生かすという視点を重視することが重要である。 指導の改善の視点 【１】

⑪ 各活動・学校行事について具体的な評価の観点を設定し， 観点別評価規準の設定の視点 【３】

⑫ 評価の場面や時期，方法を明らかにする必要がある。 評価計画の視点 【３】

⑬
児童会活動やクラブ活動，学校行事における児童の姿を学級担任以外の教師とも
共通理解を図って適切に評価できるようにする

教師間の評価の共有化の視点 【３】
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め、第５節に記述されている内容について本研究会議で整理し分析した結果、表６のように13の視点に

整理することができた。 

なお、「解説（小学校）」をもとに整理したのち、「解説（中学校）」の第４章第５節15と照合した結果、

本研究会議で要約した内容は、中学校の記述にも含まれると考える。 

②「解説」から見いだした特別活動の評価における３要素 

 次に、見いだした13の視点を、表７の

ように３要素に整理した。 

１つ目は、【教師による形成的アセスメ

ント】である。「形成的評価」は、梶田16が

ブルームの「Formative Evaluation」を日

本に紹介したものである。一方、髙木

（2019）17は「Evaluation」が「値踏み」

と訳せることから、「Assessment」（「学習

過程の中で学び手がどのように向上した

かを見取り，支援する評価」）が「これからの学校教育に求められる」としている。本市の先行研究とし

ても、新田（2020）18は、「形成的アセスメント」としている。「なすことによって学ぶ」ことを指導原理

とする特別活動でも、「学び手がどのように向上したかを見取り、支援する評価」をしていきたい。 

２つ目は、【児童生徒による実生活の自己調整】である。これについては、24ページで詳しく述べる。 

３つ目は、【学校による指導（評価）計画】である。指導計画を立てる際、評価の視点も大切にしたい。 

（２）本研究会議における特別活動の評価の考え方 

①「参考資料」等から見た指導要録に記載する際の特別活動の評価 

「参考資料」19には、「各教科における評価の基本構造」（図６）が示されている。ここで、確認してお

くべきは、「各教科における」と表記され、「各教科等における」と表記されていない点である。 

各教科においては、「感性、思いやりなど」を個人内評価として評定には含まないとしている。「参考

資料」には、「なお、この考え方は、外国語活動（小学校）、総合的な学習の時間、特別活動においても

同様に考えることができる」とある。しかし、

「特別活動」においては、観点別に評価はす

るものの、その観点別の評価は公に記される

ことはない。「学習評価の在り方ハンドブッ

ク」（2019）20に示されているように、小学校

児童指導要録や中学校生徒指導要録の「特別

活動の記録」の欄に、各活動及び学校行事の

４項目（中学校は３項目）について、「十分満

足できる活動の状況と判断される場合に○印

を記入する」ことなどから、教科の「評定」

                             
15 文部科学省『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別活動編』 2017年 p.137 
16 梶田叡一『形成的な評価のために』明治図書 1986年 p.190 
17 髙木展郎『評価が変わる、授業を変える カリキュラム・マネジメントとアセスメントとしての評価』三省堂 2019年 pp.14-29 
18 新田瑞江「『主体的・対話的で深い学び』を視点とした指導と評価の在り方」令和元年度研究紀要第33号 川崎市総合教育センター pp.33-52 
19 国立教育政策研究所『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（特別活動）』東洋館出版社 2020年 pp.8-9 
20 国立教育政策研究所「学習評価の在り方ハンドブック」2019年 p.7 

表７ 「解説」から見いだした「特別活動の評価における３要素」（筆者作成） 

分類
番号

学習指導要領解説特別活動編から見いだした１３の視点を３つの要素に整理 特別活動の評価における３要素

【１】

「個人内評価」の視点をもって、児童生徒一人一人の「非認知的能力」を中
心に、「羅生門的アプローチ」による「称賛や励まし」を大切にしながら、「個
と集団」を適切に見取り、フィードバックを重視する「形成的評価」を行い、
「指導の改善」に生かすことが重要であること。

【教師による形成的アセスメント】

【２】
「キャリア・パスポート」を活用するなど、児童生徒による「自己評価や相互
評価」といった学習活動の工夫を図り、実生活の中での「自己調整」をする
力を育成すること。

【児童生徒による実生活の自己調整】

【３】
評価を行うに当たっては、「観点別の評価規準」や「教師間での共有化」など
も踏まえた「評価計画」が大切であること。

【学校による指導（評価）計画の作成】

図６ 各教科における評価の基本構造（「参考資料」より） 
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とは質が異なることに留意する必要がある。 

また、前述のように、特別活動の評価が、「児童生徒のよさや可能性を積極的に評価する」という「個

人内評価」の視点を包括的に有していることや「児童生徒のよさを多面的・総合的に評価する」という

「羅生門的アプローチ」21の視点を有していること、そして、「○が付く」「○が付かない」の２段階であ

ることなどから、必ずしも５段階の「５」や３段階の「３」のみが「○」に相当するというわけではな

いことにも留意する必要があるといえる。 

「学習評価の在り方ハンドブック」に、図７が示されている

意図を鑑みると、このように比較的多くの○が付くよう、児童

生徒のよさを積極的に評価することが特別活動の評価の特質と

いえる。このことから、児童生徒が主体となって「なすことによ

って学ぶ」中で、教師が積極的に児童生徒のよさや可能性をフ

ィードバックすることが重要であると考える。 

②「多面的・総合的」に評価することと評価の観点を「重点化」するという二つの側面の捉え 

特別活動の評価に求められる13の視点の④で示したように、児童生徒のよさや可能性を「多面的・総

合的」に評価することが求められている。一方で、「参考資料」には、「学習過程の活動に即して評価の

観点を重点化し、効果的で効率的な評価になるようにしたい。」22と示されている。これは、観点を「重

点化」して絞った上で、「目標に準拠した評価」を行うものである。 

この、一見、矛盾するような二つの評価の側面をどのように捉えればよいのであろうか。 

石井（2015）23は、教育評価の在り方として、「目標に準拠して評価することが、必ずしも目標のみに

とらわれた評価になるとは限らない。目標を実践上の仮説ととらえるなら、目標自体が再検討の対象と

なり、目標に準拠しつつ、『目標にとらわれない評価』も併用して、学習成果を包括的に把握することが

重要となる。その際、量的評価と質的評価、結果志向とプロセス志向、教師による外的評価と学習者自

身による内的評価、これらを統一する評価方法が求められる」と述べている。 

本研究は、石井の述べている「これらを統一する評価方法」について明らかにするものではない。し

かし、「多面的・総合的」と「重点化」という二つの側面を「併用」することは可能であると考える。つ

まり、学級活動の指導の計画段階では、まずは「多面的・総合的」な視点で、目指す児童生徒の姿を想

定しつつ、観点毎の評価規準に即して「重点化」した「目指す児童生徒の姿」を明確に設定して指導に

あたる。その際、予め重点化した内容や場面以外で、十分に満足できる活動の様子が見られた場合には、

目標だけにとらわれることなく、これを積極的に評価しフィードバックすることが重要であると考える。

また逆に、支援が必要な活動の状況が見られた場合には、その児童生徒や学級全体に対して積極的に支

援していく必要がある。 

これらのことから、特別活動の評価は、発達の段階に応じて、一連の学習過程における目指す児童生

徒の姿を予め想定した上で、児童生徒のよさや可能性を多面的・総合的に見取ってフィードバックする

形成的アセスメントを重視し、指導の改善に生かして、児童生徒の資質・能力を伸ばしていくことがで

きるようにするためのものであると、本研究会議ではとらえる。 

                             
21『新しい教育評価入門』有斐閣コンパクト（2015）によれば「羅生門的アプローチ」とは、「当時の文部省とOECDとの 

共催で開かれた『カリキュラム開発に関する国際セミナー』においてアトキンが提起したもの」であり、名称の由来 

は、「黒澤明監督が映画化した『羅生門』であり、同一の事件が異なる立場・視点の人々からいかに違ってみえるかが 

描かれ」ていることからくる。これは、「目標に準拠した評価」を志向する「工学的アプローチ」と対の関係にある。 
22 国立教育政策研究所『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（特別活動）』 東洋館出版社 2020年 p.92 
23 西岡加名恵・石井英真・田中耕治『新しい教育評価入門』 有斐閣コンパクト 2015年 p.39 

図７ 小学校児童指導要録の記入例 
（「学習評価の在り方ハンドブック」より） 
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３ 研究の方法 

 「解説」から見いだした「特別活動の評価

のための３要素」として、【教師による形成

的アセスメント】【児童生徒による実生活の

自己調整】【学校による指導（評価）計画の

作成】に整理したことについては既に述べ

た。この３要素をもとに、必要な手立てにつ

いて検討し、図８のように三つにまとめた。 

（１）「発達の段階に即した活動形態別の目指す児童生徒の姿一覧」と「重点化シート」の作成 

 一つ目は、３要素の【学校による指導（評価）計画】の一つとして図９及び図10のように、「発達の段

階に即した活動形態別の『目指す児童生徒の姿』一覧（例）」（以下、「一覧」という。）を作成した。 

学級活動（１）　発達の段階に即した活動形態別の「目指す児童生徒の姿」一覧（例） １～３年 中学校

問題の発見

プログラム委員会
（司会グループ）

　・議題の選定

　・話合いの計画

　・当日の役割分担

　・議題の伝達

議題の決定

【話合い】
集団討議による

合意形成

出し合う

↓

比べ合う

↓

まとめる

話合いを振り返る

【実践】

一連の学習過程の

【振り返り】

【見通し】

合意形成したことについて、他者と協
働して実践している。

合意形成したことについて、自他のよ
さを生かし、他者と協働して主体的に
役割や責任を果たして取り組もうとし
ている。

話合い活動やプログラム委員会の役
割や合意形成の手順など、効率的な話
合いの進め方やを他者と協働して取り
組むことの大切さを理解し、その方法
を身に付けている。

プログラム委員会で話し合い、議題の
選定や役割分担、話合いの進め方な
どについて考え、自分たちで活動計画
を立てている。

学級や学校の生活をよりよくするた
めの話合い活動へ向けて、見通しを
もってプログラム委員会の活動を主
体的に行おうとしている。

提案者として、学級全体に提案理由を
伝えることの意義を理解し、その方法
を身に付けている。

提案者として、提案理由をわかりやす
くまとめている。

学級や学校の生活をよりよくするため
に、多様な意見を生かし、折り合いを
付けて合意形成するために話し合っ
ている。

多様な意見を生かして、学級や学校
の生活をよりよくするために合意形
成を図ろうとしている。

話合いについて振り返って、そのよさや
改善点を見いだして次に生かすことの
意義を理解している。

【黒板記録・ノート記録】 【黒板記録・ノート記録】 【黒板記録・（ノート記録）】

発言の要点をまとめ、意見を分類整理
しながら記述する方法を身に付けてい
る。

友達の発言の意図を考え、その要点
を的確にまとめ、分かりやすく書いて
いる。

司会グループで協働し、これまでの
経験を活かして、記録の役割を主体
的に行おうとしている。

活動全体を振り返って、経験を通して
感じた自他の成長や学級の向上につ
いて、学級会ノートに書いている。

過去の経験と比べながら、一連の活
動を通した自他の成長や学級の向上
について振り返ろうとしている。

一連の活動を振り返って考えたことを
もとに、更なる課題解決へつなげていく
ことの意義を理解している。

活動全体を振り返って考えたことをも
とに、次の活動に自己のよさを生かす
視点で、学級生活をよりよくするため
の活動への見通しを学級会ノートに書
いている。

自他の成長及び学級の向上や今後
の課題について考えたことを次の活
動に生かし、他者と協働して楽しく豊
かな学級や学校の生活をつくろうとし
ている。

【フロア児童】

自分たちの話合いの内容について振
り返り、そのよさや改善点について考
え、学級会ノートに書いている。

学級会での話合いを振り返り、その
よさや改善点を次の話合いへ生かし
たり、実践へ向けて見通しをもって主
体的に活動したりしようとしている。

学級や学校の生活をよりよくするため
の諸問題を見いだしている。

提案者として、提案理由を学級全体
に伝わるように工夫して話そうとして
いる。

【進行司会・指名司会】 【進行司会・指名司会】

時間を意識しながら、話合いの流れ
に沿って臨機応変に、話合いを進め
たり指名したりしている。

司会グループで協働し、これまでの
経験を活かして主体的に話合いを進
めようとしている。

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

②
解
決
方
法
等
の
話
合
い

一連の学習過程

学級や学校の生活をよりよくするた
めに，見通しをもったり振り返ったりし
ながら，諸問題を見いだそうとしてい
る。

事
前
の
活
動

提案者の提案理由を聞き、議題につい
て話し合うことの意義を理解し、学級会
へ向けた準備の進め方を身に付けて
いる。

提案理由を聞いて、みんなで決めた
議題について、根拠を明確にし、自分
の意見をまとめ、学級会ノートに書い
ている。

決まった議題について、話合い活動
への見通しをもち、話合いへ向けて
の準備を主体的に行おうとしている。

本
時
の
活
動

（
話
合
い
活
動

）

①
問
題
の
発
見
・
確
認

③
解
決
方
法
の
決
定

【フロア児童】

学級や学校の生活をよりよくするため
の課題を見いだし、課題解決に向け、
多様な意見を生かして話し合ってい
る。

自己のよさを発揮し、他者と協働して
日常生活の向上のために、主体的に
話合いに参画しようとしている。

【フロア児童】

④
決
め
た
こ

と
の
実
践

「参考資料」例示

学級活動（１）
中学校評価規準

「話合い活動」における「目指す生徒の姿」

学級や学校の生活をよりよくすることの
意義について理解し、問題発見の方法
を身に付けている。

事
後
の
活
動 次

の
課
題

解
決
へ

⑤
振
り
返

り

学級や学校の生活上の諸問題を話し
合って合意形成することの意義を理解
し、その方法を身に付けている。

一連の活動を振り返り、学級や学校の
生活をよりよくすることの意義を理解し
ている。

学級や学校の生活をよりよくするため
に活動する意義を理解し、決めたこと
を実践するために必要な方法を身に付
けている。

よりよい生活を築くための
知識・技能

学級や学校の生活上の諸問題を話し
合って解決することの意義を理解し、そ
の方法を身に付けている。

【進行司会・指名司会】

問題をまとめ、意見を整理し、少数意
見も大切にして話合いを進める意義を
理解し、その方法を身に付けている。

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

学級や学校の生活上の諸問題を話し
合って解決することや他者と協働して
取り組むことの大切さを理解している。
合意形成の手順や活動の方法を身に
付けている。

学級や学校の生活をよりよくするため
の課題を見いだしている。
課題解決に向け、話し合い、多様な意
見を生かして合意形成を図り、協働し
て実践している。

学級や学校における人間関係を形成
し，見通しをもったり振り返ったりしな
がら，他者と協働して日常生活の向
上を図ろうとしている。

学級活動（１）　発達の段階に即した活動形態別の「目指す児童生徒の姿」一覧（例） 小学校 １・２年

問題の発見

計画委員会
（司会グループ）
　・議題の選定

　・話合いの計画

　・当日の役割分担

　・議題の伝達

議題の決定

【話合い】
集団討議による
合意形成

出し合う

↓

比べ合う

↓

まとめる

話合いを振り返る

【実践】

一連の学習過程の

【振り返り】

【見通し】

④
決
め
た
こ

と
の
実
践

⑤
振
り

返
り

教師と一緒に取り組む司会グループ
の自分の役割について、事前の打ち
合わせで確認しながら、自分なりに進
め方を考えている。

学級生活を楽しくするための学級会
へ向けて、教師と一緒に見通しをもち
ながら、司会グループとしての準備を
しようとしている。

経験したことを次の活動に生かすこと
の大切さに気付いている。

活動全体を振り返って、経験したこと
や感じたことを生かして、次の活動へ
の思いを学級会ノートに書いている。

活動全体を振り返って経験したことや
感じたことを次の活動に生かして学級
生活を楽しくしようとしている。

自分の話合いの参加の仕方について
振り返って、がんばったことや次にが
んばろうとすることについて、考えてい
る。

自分たちの学級会を振り返り、次の
話合いもがんばろうと思ったり、実践
へ向けて意欲をもったりして、進んで
活動しようとしている。

みんなで学級生活を楽しくすることの
意義を理解し、決めたことを実践する
ために必要な方法を身に付けている。

合意形成したことについて、教師の助
けを得ながら、友達と仲よく助け合っ
て実践している。

合意形成したことについて、集団活動
に進んで取り組もうとしている。

提案理由を聞いて、簡単に話し合って
みんなで決めた議題について、自分
の考えをまとめ、学級会ノートに書い
ている。

決まった議題について、学級会への
見通しをもち、話合いへ向けての準備
を進んで行おうとしている。

②
解
決
方
法
等
の
話
合
い

③
解
決
方
法
の
決
定

集会活動における
目指す児童生徒の姿

１・２年生

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

事
後
の
活
動 次

の
課
題

解
決
へ

みんなで学級生活を楽しくするために
係活動に取り組むことの意義を理解
し、その方法を身に付けている。

みんなのためになる活動を考えて、仲
よく助け合って実践している。

自分がやりたいことを見付け、見通し
をもったり振り返ったりしながら係活
動に取り組もうとしている。

「係活動」における「目指す児童の姿」

「集会活動」における「目指す児童の姿」

活動の中で経験したことや感じたこと
を自分の言葉で振り返ろうとしてい
る。

選択式の振り返りの仕方や、経験に
応じて記述式の振り返りの仕方を理解
している。

活動全体を振り返って、経験したこと
や感じたことを自分の言葉で学級会
ノートに書いている。

よりよい生活を築くための
知識・技能係活動における

目指す児童生徒の姿
１・２年生

本
時
の
活
動

（
話
合
い
活
動

）

①
問
題
の
発
見
・
確
認

選択式の振り返りの仕方や、経験に
応じて記述式の振り返りの仕方を理解
している。

【進行司会・指名司会】

教師と一緒に台本に沿って話合いを
進める方法を身に付けている。

意見をまとめるために大切なことや、
そのための方法について気付いてい
る。

【黒板記録・（ノート記録）】

【フロア児童】

提案者として、学級全体に提案理由を
伝えることを理解している。

「参考資料」例示

学級活動（１）
１・２年評価規準

事
前
の
活
動

「話合い活動」における「目指す児童の姿」

議題箱について知り、学級生活を楽し
くするための意見を入れる方法を身に
付けている。

教師の説明や提案者からのお知らせ
を聞き、議題について理解している。

教師と一緒に取り組む司会グループ
の役割を知り、話合いの基本的な進
め方を理解している。

よりよい生活を築くための
知識・技能

よりよい生活を築くための
知識・技能

みんなで学級生活を楽しくするために
他者と協働して取り組むことの意義を
理解している。
話合いの進め方に沿った意見の発表
の仕方や他者の意見の聞き方を理解
し，活動の方法を身に付けている。

一連の学習過程

話合いの流れにそって、考えながら話
合いを進めたり、指名したりしている。

教師と一緒に、進んで話合いを進め
ようとしている。

【進行司会・指名司会】

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

教師と一緒に、学級生活を楽しくする
ために必要なことを見付け、議題箱に
考えを入れている。

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

【進行司会・指名司会】

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

学級生活を楽しくするために，問題を
発見し，解決方法について話合いの
進め方に沿って合意形成を図り，仲よ
く助け合って実践している。

学級生活を楽しくするために，見通し
をもったり振り返ったりしながら，自己
の考えをもち，役割を意識して集団活
動に取り組もうとしている。

学級生活を楽しくするために必要なこ
とを、教師と一緒に、見付けようとして
いる。

提案者として、提案理由を教師と一緒
にまとめている。

提案者として、提案理由を学級全体
に伝えようとしている。

【黒板記録・（ノート記録）】 【黒板記録・（ノート記録）】

教師が書いた短冊を黒板に貼ったり、
賛成マーク等を付けたりする方法を理
解している。

友達の意見を聞いて、どこに賛成マー
ク等を貼るかを考えながら、取り組ん
でいる。

教師と一緒に、友達と仲よく助け合っ
て、黒板記録の役割を進んで行おうと
している。

【フロア児童】 【フロア児童】

話合いの進め方に沿った自分の意見
の言い方や友達の意見の聞き方を理
解し、その方法を身に付けている。

解決方法について、話合いの進め方
に沿って話し合っている。

自分の考えをもち、進んで学級会に
取り組もうとしている。

集会活動の楽しさを知り、自分の役割
について理解し、簡単な役割分担や準
備の仕方を身に付けている。

集会の内容や準備などについて考
え、仲よく助け合って実践している。

集会活動を楽しみにし、見通しをもっ
たり振り返ったりしながら取り組もうと
している。

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

学級生活を楽しくするために、友達の
意見も大切にしながら、みんなで決め
るために話し合っている。

みんなの意見をまとめようとしている。

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

学級活動（１）　発達の段階に即した活動形態別の「目指す児童生徒の姿」一覧（例） 小学校 ３・４年

問題の発見

計画委員会
（司会グループ）
　・議題の選定

　・話合いの計画

　・当日の役割分担

　・議題の伝達

議題の決定

【話合い】
集団討議による

合意形成

出し合う

↓

比べ合う

↓

まとめる

話合いを振り返る

【実践】

一連の学習過程の

【振り返り】

【見通し】 経験したことを次の活動に生かして、よ
りよくしていくことの大切さを理解してい
る。

活動全体を振り返って考えたことを、
次の活動に生かす視点で学級会ノー
トに書いている。

活動全体を振り返って考えたことを次
の活動に生かして、楽しい学級生活を
つくろうとしている。

自分や友達の話合いの参加の仕方
について振り返って、自分のよさや友
達のよさ、今日の話合いのよさについ
て、考え、学級会ノートに書いている。

自分たちの学級会を振り返り、そのよ
さを次の話合いへつなげたり、実践へ
向けて見通しをもって意欲的に活動し
たりしようとしている。

みんなで楽しい学級生活をつくることの
意義を理解し、決めたことを実践する
ために必要な方法を身に付けている。

合意形成したことについて、協力し
合って実践している。

合意形成したことについて、自己の考
えを生かし、意欲的に役割を果たして
取り組もうとしている。

意見の出し合い方や比べ方を理解し、
話合い活動の方法を身に付けている。

解決方法について、理由などを比べ
合いながら、話し合っている。

自己の考えを生かし、意欲的に学級
会に参加しようとしている。

教師の助言を得ながら、司会グルー
プの自分の役割や話合いの進め方に
ついて、事前の打ち合わせで確認しな
がら、話し合っている。

楽しい学級生活をつくるための学級
会へ向けて、見通しをもちながら、計
画委員会の役割を計画的に行おうと
している。

時間を意識しながら話合いを進めた
り、公平に指名したりしている。

教師の助言を受けながら、司会グ
ループの友達と協力し合って意欲的
に話合いを進めようとしている。

【黒板記録・ノート記録】 【黒板記録・ノート記録】 【黒板記録・（ノート記録）】

発言の要点をまとめて記述する方法を
身に付けている。

集会活動における
目指す児童生徒の姿

３・４年生

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

事
後
の
活
動 次

の
課
題

解
決
へ

当番活動との違いなど、みんなで楽し
い学級をつくるために他者と協働して
係活動に取り組む意義を理解し、その
方法を身に付けている。

学級生活の向上に役立つ活動を考
え、協力し合って実践している。

自分たちが学級のためにできる活動
を見付け、見通しをもったり振り返っ
たりしながら取り組もうとしている。

⑤
振
り
返

り

「集会活動」における「目指す児童の姿」

集会活動の進め方や役割分担の方法
について理解し、計画や運営、準備な
ど活動に必要な方法を身に付けてい
る。

集会の計画や運営について、協力し
合って実践している。

楽しい集会活動にするために、見通し
をもったり振り返ったりしながら取り組
もうとしている。

④
決
め
た
こ

と
の
実
践

「係活動」における「目指す児童の姿」

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

②
解
決
方
法
等
の
話
合
い

一連の学習過程

楽しい学級生活をつくるために、学級
全体で必要なことについて、これまで
の経験を振り返りながら考えようとし
ている。

計画委員会の役割を知り、話合いの計
画的な進め方を理解している。

提案者として、提案理由を教師の助
言を得ながらまとめている。

提案者として、提案理由を意欲的に
学級全体に伝えようとしている。

提案者の提案理由を聞き、議題につい
て理解し、学級会へ向けた準備の進め
方を身に付けている。

提案理由を聞いて、みんなで決めた
議題について、自分の意見をまとめ、
学級会ノートに書いている。

決まった議題について、学級会への
見通しをもち、話合いへ向けての準備
を計画的に行おうとしている。

【進行司会・指名司会】 【進行司会・指名司会】 【進行司会・指名司会】

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度係活動における

目指す児童生徒の姿
３・４年生

議題箱の意義を知り、楽しい学級生活
をつくるための意見を入れる方法を身
に付けている。

教師の助言を得ながら、楽しい学級
生活をつくるために、学級全体で必要
なことについて考え、議題箱に入れる
など、表現している。

話合いをまとめるためには、互いに歩
み寄り、折り合いをつけることが大切な
ことを理解している。

意見を整理し、少数意見も大切にして
話合いを進める方法を身に付けてい
る。

一連の活動を振り返り、自己の成長や
友達の成長、学級の向上に気付くこと
の大切さを理解している。

活動全体を振り返って、経験を通して
感じた、自己の成長や学級の向上に
ふれながら、学級会ノートに書いてい
る。

一連の活動の中で感じた自己の成長
や学級の向上について振り返ろうとし
ている。

友達の意見に耳を傾け、意見の要点
をまとめ、分かりやすく書いている。

教師の助言を受けながら、友達と協
力し合って、記録の役割を意欲的に
行おうとしている。

【フロア児童】 【フロア児童】 【フロア児童】

楽しい学級生活をつくるために、折り
合いを付けてみんなで決めるために
話し合っている。

互いの意見を大切にしながら、みんな
の意見をまとめようとしている。

記述式の振り返りの書き方や書くとよ
い内容について理解している。

「参考資料」例示

学級活動（１）
３・４年評価規準

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

みんなで楽しい学級生活をつくるため
に他者と協働して取り組むことの意義
を理解している。
意見の比べ方やまとめ方を理解し，活
動の方法を身に付けている。

楽しい学級生活をつくるために，問題
を発見し，解決方法について理由など
を比べ合いながら合意形成を図り，協
力し合って実践している。

楽しい学級生活をつくるために，見通
しをもったり振り返ったりしながら，自
己の考えを生かし，役割を果たして集
団活動に取り組もうとしている。

事
前
の
活
動

本
時
の
活
動

（
話
合
い
活
動

）

①
問
題
の
発
見
・
確
認

③
解
決
方
法
の
決
定

提案者として、学級全体に提案理由を
伝えることの大切さを理解している。

「話合い活動」における「目指す児童の姿」

図９ 学級活動(1) 発達の段階に即した活動形態別の「目指す児童生徒の姿」一覧（例） 
「参考資料」及び「すぐに使える特別活動資料集」（平成 24 年度川崎市立西御幸小学校 研究推進校研究報告会資料）、
「話合い活動で育てたい資質・能力」（髙橋「自治的、自発的態度を育む学級活動」2006）を参考に本研究会議で作成。 

図８「特別活動の評価のための３要素」に基づく、本研究の三つの手立て 

学級活動（１）　発達の段階に即した活動形態別の「目指す児童生徒の姿」一覧（例） 小学校 ５・６年

問題の発見

計画委員会
（司会グループ）
　・議題の選定

　・話合いの計画

　・当日の役割分担

　・議題の伝達

議題の決定

【話合い】
集団討議による

合意形成

出し合う

↓

比べ合う

↓

まとめる

話合いを振り返る

【実践】

一連の学習過程の

【振り返り】

【見通し】

【フロア児童】

集会活動の意義や運営の仕方につい
て理解し、計画や運営、準備など活動
に必要な方法を身に付けている。

集会の計画や運営について、見通しを
もって活動計画を立てるなど、信頼し
支え合って実践している。

楽しく豊かな集会活動にするために、
見通しをもったり振り返ったりしながら
取り組もうとしている。

合意形成の手順や深まりのある話合
いの進め方を理解し、必要な方法を身
に付けている。

解決方法について、多様な意見のよさ
を生かして話し合っている。

自己のよさを発揮し、主体的に学級会
に参画しようとしている。

楽しく豊かな学級や学校の生活をつく
るために係活動に取り組む意義を理
解し、創意工夫を生かした活動に必要
な方法を身に付けている。

見通しをもって活動計画を立て、信頼
し支え合って実践している。

自分のよさを生かす活動を見つけ、見
通しをもったり振り返ったりしながら取
り組もうとしている。

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

多様な意見のよさを生かして、楽しく豊
かな学級・学校生活をつくるために、合
意形成を図ろうとしている。

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

みんなで楽しく豊かな学級や学校の生
活をつくるために他者と協働して取り
組むことの意義を理解している。
合意形成の手順や深まりのある話合
いの進め方を理解し，活動の方法を身
に付けている。

楽しく豊かな学級や学校の生活をつく
るために，問題を発見し，解決方法に
ついて多様な意見を生かして合意形成
を図り，信頼し支え合って実践してい
る。

楽しく豊かな学級や学校の生活をつく
るために，見通しをもったり振り返った
りしながら，自己のよさを発揮し，役割
や責任を果たして集団活動に取り組も
うとしている。

本
時
の
活
動

（
話
合
い
活
動

）

①
問
題
の
発
見
・
確
認

③
解
決
方
法
の
決
定

④
決
め
た
こ

と
の
実
践

「参考資料」例示

学級活動（１）
５・６年評価規準

「話合い活動」における「目指す児童の姿」

よりよい生活を築くための
知識・技能

【フロア児童】

議題箱の意義について理解し、楽しく
豊かな学級や学校の生活をつくるため
の問題発見の方法を身に付けている。

楽しく豊かな学級や学校の生活をつく
るために、学級全体で話合いが必要な
ことについて考え、議題箱に入れるな
ど、考えを表現している。

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

話合いをまとめるためには、互いに歩
み寄り、折り合いをつけることの意義を
理解し、その方法を身に付けている。

楽しく豊かな学級や学校の生活をつく
ろうと、折り合いを付けてまとめるため
に話し合っている。

学級会や計画委員会の役割や合意形
成の手順など、効率的な話合いの進
め方を理解し、身に付けている。

計画委員会で話し合い、議題の選定
や役割分担、話合いの進め方などに
ついて考え、活動計画を立てている。

友達の意見を傾聴し、意見の要点をま
とめ、分かりやすく書いている。

【フロア児童】

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

②
解
決
方
法
等
の
話
合
い

一連の学習過程

楽しく豊かな学級や学校の生活をつく
るために、見通しをもったり振り返った
りしながら、自分たちで問題を発見しよ
うとしている。

事
前
の
活
動 提案者として、学級全体に提案理由を

伝えることの意義を理解している。
提案者として、提案理由を自分なりに
まとめている。

提案者として、提案理由を学級全体に
伝わるように工夫しようとしている。

提案者の提案理由を聞き、議題につ
いて理解し、学級会へ向けた準備の進
め方を身に付けている。

提案理由を聞いて、みんなで決めた議
題について、自分の意見をまとめ、学
級会ノートに書いている。

決まった議題について、学級会への見
通しをもち、話合いに向けての準備を
自主的に行おうとしている。

【進行司会・指名司会】 【進行司会・指名司会】 【進行司会・指名司会】

問題や意見を整理し、少数意見も大切
にして話合いを進める方法を身に付け
ている。

時間を意識しながら、話合いの流れに
沿って臨機応変に話合いを進めたり、
公平に指名したりしている。

集会活動における
目指す児童の姿

５・６年生

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

事
後
の
活
動

次
の
課
題

解
決
へ

⑤
振
り

返
り

「係活動」における「目指す児童の姿」

「集会活動」における「目指す児童の姿」

一連の活動を振り返り、自分や友達の
よさや自分たちの学級としての成長に
気付くことの意義を理解している。

活動全体を振り返って、経験を通して
感じた、自他の成長や学級の向上の
視点をふまえて、学級会ノートに書いて
いる。

一連の活動を通した自他の成長や学
級の向上について振り返ろうとしてい
る。

係活動における
目指す児童の姿

５・６年生

楽しく豊かな学級や学校の生活をつく
るための学級会へ向けて、見通しを
もって計画委員会の活動を自主的に
行おうとしている。

一連の活動のよさを生かし、次の活動
や更なる課題解決へつなげていくこと
の意義を理解している。

活動全体を振り返って考えたことをもと
に、次の活動に自己を生かす視点で
学級会ノートに書いている。

自他の成長や学級の向上に関するこ
とを振り返って次の活動に生かし、楽し
く豊かな学級や学校の生活をつくろうと
している。

自分たちの話合いの内容について振り
返り、そのよさや改善点について考
え、学級会ノートに書いている。

学級会を振り返り、そのよさや改善点
を次の話合いへ生かそうとしたり、実
践へ向けて見通しをもって自主的に活
動しようとしたりしている。

みんなで楽しく豊かな学級や学校の生
活をつくる意義を理解し、決めたことを
実践するために必要な方法を身に付
けている。

合意形成したことについて、信頼し支
え合って実践している。

合意形成したことについて、自己のよ
さを発揮し、自主的に役割や責任を果
たして取り組もうとしている。

司会グループの仲間と、信頼し支え
合って主体的に話合いを進めようとし
ている。

【黒板記録・ノート記録】 【黒板記録・ノート記録】 【黒板記録・ノート記録】

意見を分類して短冊を貼ったり、発言
の要点を簡潔にまとめて記述したりす
る方法を身に付けている。

自分の参加の仕方だけでなく、学級全
体の話合いの進め方や内容について
振り返ることの意義を理解している。

司会グループで信頼し支え合って、記
録の役割を主体的に行おうとしてい
る。
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「参考資料（小学校）」には、学級活動(1)について、「発達の段階に即した活動形態別の評価規準例」

として例示されているものがある。しかし、これは、「評価規準」という言葉が使用されており、いわゆ

る「内容のまとまりごとの評価規準」との混同が危惧される面もあるため、「目指す児童生徒の姿」とす

ることにし、「指導案」における「目指す児童生徒の姿」と連動できるようにした。また、「参考資料（小

学校）」には、事前の活動、本時の活動、事後の活動といった一連の学習過程や話合い活動、係活動、集

会活動といった活動形態ごとに、低学年・中学年・高学年の目指す姿が例示されており、教師目線で見

ると、どこを見ればよいか戸惑うという課題が見られた。そこで、学級活動(1)及び(2)(3)のそれぞれ

で、低学年・中学年・高学年・中学校と、発達の段階ごとに１枚にまとめることで、１年間はその１枚

を見ればどのような姿を各活動場面で目指すとよいのかが明確になるように工夫した。 

学級活動(2)(3)　発達の段階に即した活動形態別の「目指す児童生徒の姿」一覧（例） １～３年 中学校

【　　　】は、題材に応じて変更 〔　　〕は(3)

問題意識を高める
（アンケート等）

課題の把握
必要性の実感
課題を【つかむ】
　　　　　　　↓

原因の追究
原因

〔よさや可能性〕
を【さぐる】

　　　　　　　　↓

解決方法等の話合い

解決方法を【見つける】

　　　　　　　↓

個人目標の意思決定

行動目標を【決める】

決めたことの実践

【実行する】

実践の
【振り返り】

次への【見通し】

日常の生活や学習への適応と自己の
成長及び健康安全

「参考資料」例示

学級活動（２）
中学校評価規準

一人一人のキャリア形成と自己実現

「参考資料」例示

学級活動（3）
中学校評価規準

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

自己の生活上の課題の改善に向けて
取り組むことの意義を理解している。
適切な意思決定を行い実践し続けて
いくために必要な知識や行動の仕方
を身に付けている。

自己の生活や学習への適応及び自
己の成長に関する課題を見いだして
いる。
多様な意見をもとに自ら意思決定して
実践している。

他者への尊重と思いやりを深めてより
よい人間関係を形成しようとしてい
る。
他者と協働して自己の生活上の課題
解決に向けて，見通しをもったり振り
返ったりしながら，悩みや葛藤を乗り
越え取り組もうとしている。
自他の健康で安全な生活を構築しよ
うとしている。

事
前
の
活
動

①
問
題
の

発
見
・
確
認

アンケートやキャリア・パスポートなど
によって、自己の【日常生活への適応
等またはキャリア形成】について、見
つめ直す意義を理解している。

アンケートに答えたり、キャリア・パス
ポートを活用したりして、自己の【日常
生活への適応等またはキャリア形成】
の現状について考えている。

アンケートに答えたり、キャリア・パス
ポートを活用したりして、自己の【日常
生活への適応等またはキャリア形成】
について主体的に顧みようとしてい
る。

「学級活動（２）（３）」における「目指す生徒の姿」

一連の学習過程
よりよい生活を築くための

知識・技能
集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現
主体的に生活や人間関係を

よりよくしようとする態度

事
後
の
活
動

④
決
め
た
こ
と

の
実
践

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関して、意思決定したことを
実践することの意義を理解している。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】について、意思決定したことを
実践している。

本
時
の
活
動

（
話
合
い
活
動

）

②
解
決
方
法
等
の

話
合
い

③
解
決
方
法
の

決
定

アンケート結果等から、【日常生活へ
の適応等またはキャリア形成】に関す
る自分たちの共通の課題について、
把握している。

アンケートの結果などから、【日常生
活への適応等またはキャリア形成】に
関する自分たちの共通の課題につい
て考え、表現している。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の原因や解決の
ために必要な事柄について、教師な
どからの資料をもとに、理解してい
る。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の解決方法を見
付けるため、自他の多様な考えを生
かした話合いの仕方を理解し、身に
付けている。

自己に合った、【日常生活への適応
等またはキャリア形成】に関する課題
の解決方法について、自己に応じた
適切な行動目標の書き方を理解して
いる。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する自己に応じた適切な行
動目標を、話合いを生かして意思決
定し、学習カードに書いている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】について、意思決定したことに
自律的に取り組むことで、自己の生活
を向上させようとしている。

⑤
振
り

返
り

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する自分の実践を振り返
り、その努力や成果、課題等を認識し
ている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】についての自己の実践を振り返
り、見通しをもって、自己の生活の向
上に向けて、粘り強く自律的に実践し
続けようとしている。

アンケート結果から、【日常生活への
適応等またはキャリア形成】に関する
自分たちの共通の課題を主体的に見
いだそうとしている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する実践を顧みて、その努
力や成果、課題等を振り返りカードに
書いている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題について、その原
因〔自己のよさや可能性〕を探り、これ
までの経験や他者の意見を参考にし
ながら考えている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する資料等から、その原因
〔自己のよさや可能性〕について主体
的に探ろうとしている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の解決方法につ
いて、自他の多様な考えを生かして話
し合っている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の解決方法につ
いて、自他の多様な考えを生かした話
合いをもとに、主体的に見付けようと
している。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する解決方法について、話
合いをもとに意思決定し、主体的に実
践しようとしている。

次
の
課
題
解

決
へ

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する自分の実践の振り返り
を生かして、今後の生活を改善してい
く意義を理解している。

今後の自己の【日常生活への適応等
またはキャリア形成】のための生活の
仕方について、今後の生活を見据え
ながら振り返りカードに書いている。

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

社会の中で自分の役割を果たしなが
ら，自分らしい生き方を実現していくこ
との意義を理解している。
現在の学習と将来の社会・職業生活
とのつながりを考え，自分らしい生き
方の実現を図るために，必要な知識
及び技能を身に付けている。

自分らしい生き方の実現に向け，現
在の学習や将来の進路についての課
題を見いだしている。
主体的に学習に取り組み，働くことや
社会に貢献すること，自己の将来に
ついて，適切な情報を収集して考え，
意思決定して実践している。

将来の生き方を見通したり，現在の
生活や学習を振り返ったりしようとして
いる。
働くことと学ぶことの意義を意識し，社
会的・職業的自立に向けて自己実現
を図ろうとしている。

学級活動(2)(3)　発達の段階に即した活動形態別の「目指す児童生徒の姿」一覧（例） 小学校 １・２年

【　　　】は、題材に応じて変更 〔　　〕は(3)

問題意識を高める
（アンケート等）

課題の把握
必要性の実感
課題を【つかむ】

　　　　　　　↓

原因の追究
原因

〔よさや可能性〕
を【さぐる】

　　　　　　　　↓

解決方法等の話合い

解決方法を【見つける】

　　　　　　　↓

個人目標の意思決定

めあてを【決める】

決めたことの実践

【実行する】

実践の

【振り返り】

次への【見通し】

日常の生活や学習への適応と自己の
成長及び健康安全

「参考資料」例示

学級活動（２）
１・２年評価規準

一人一人のキャリア形成と自己実現

「参考資料」例示

学級活動（３）
１・２年評価規準

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

自己の身の回りの諸課題の改善に向
けて取り組むことの意義を理解し，基
本的な生活を送るための知識や行動
の仕方を身に付けている。

自己の身の回りの諸課題を知り，解
決方法などについて話し合い，自分に
合ったよりよい解決方法を意思決定し
て実践している。

自己の生活をよりよくするために，見
通しをもったり振り返ったりしながら，
進んで課題解決に取り組み，他者と
仲よくしてよりよい人間関係を形成し
ようとしている。

事
前
の
活
動

①
問
題
の
発
見
・

確
認

アンケートやキャリア・パスポートなど
によって、自己の【日常生活への適応
等またはキャリア形成】について、見
つめ直す大切さに気付いている。

アンケートに答えたり、キャリア・パス
ポートを活用したりして、自己の【日常
生活への適応等またはキャリア形成】
の現状について考えている。

進んでアンケートに答えたり、キャリ
ア・パスポートを活用したりして、自己
の【日常生活への適応等またはキャリ
ア形成】について思い出そうとしてい
る。

「学級活動（２）（３）」における「目指す児童の姿」

一連の学習過程
よりよい生活を築くための

知識・技能
集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現
主体的に生活や人間関係を

よりよくしようとする態度

事
後
の
活
動

④
決
め
た
こ
と
の

実
践

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する自分のめあてを実践
することの大切さに気付いている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】についての、自分のめあてを意
識して取り組んでいる。

本
時
の
活
動

（
話
合
い
活
動

）

②
解
決
方
法
等
の

話
合
い

③
解
決
方
法
の

決
定

アンケート結果等から、【日常生活へ
の適応等またはキャリア形成】に関す
る自分たちの共通の課題に気付いて
いる。

アンケートの結果などから、【日常生
活への適応等またはキャリア形成】に
関する自分たちの共通の課題につい
て考え、表現している。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の原因や解決の
ために必要な事柄について、担任やＴ
２などの話を聞いて、理解している。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の解決方法を見
付けるため、いろいろな意見を生かし
た話合いの仕方を理解し、身に付け
ている。

自己に合った、【日常生活への適応
等またはキャリア形成】に関する課題
の解決方法について、めあての書き
方を理解している。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関するめあてを板書を参考に
選択したり自分で考えたりして意思決
定し、学習カードに書いている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】について、自分のめあてに進ん
で取り組むことで、生活をよりよくしよ
うとしている。

⑤
振
り
返
り

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する自分の実践を教師と
一緒に思いだし、その努力や成果、
課題等の記述の仕方を理解してい
る。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】についての自己の実践を振り返
り、見通しをもって、自己の生活の向
上に向けて、進んで実践し続けようと
している。

アンケート結果から、【日常生活への
適応等またはキャリア形成】に関する
自分たちの共通の課題を進んで見い
だそうとしている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する自分の実践を思いだ
し、その努力や成果、課題等を振り返
りカードに書いている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題について、その原
因〔自己のよさや可能性〕を探り、教
師と一緒に考えている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する資料等から、その原因
〔自己のよさや可能性〕について進ん
で探ろうとしている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の解決方法につ
いて、いろいろな意見を生かして話し
合っている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の解決方法を、い
ろいろな意見を生かした話合いをもと
に、進んで見付けようとしている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する解決方法について、話
合いをもとに決めて、進んで取り組も
うとしている。

次
の

課
題
解
決
へ

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する自分の実践の振り返り
を生かして、今後の生活を改善してい
く大切さに気付いている。

今後の自己の【日常生活への適応等
またはキャリア形成】のための生活の
仕方について、これからもがんばりた
いことなども含めて振り返りカードに書
いている。

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

希望や目標をもつこと，働くことや学
ぶことの意義を理解し,自己実現を図
るために必要な知識や行動の仕方を
身に付けている。

希望や目標をもつこと，働くことや学
ぶことについての課題を知り，解決方
法などについて話し合い，自分に合っ
た解決方法を意思決定して実践して
いる。

現在及び将来にわたってよりよく生活
するために，見通しをもったり振り
返ったりしながら，自己のよさを生か
し，他者と協働して，自己実現に向け
て進んで行動しようとしている。

学級活動(2)(3)　発達の段階に即した活動形態別の「目指す児童生徒の姿」一覧（例） 小学校 ３・４年

【　　　】は、題材に応じて変更 〔　　〕は(3)

問題意識を高める
（アンケート等）

課題の把握
必要性の実感
課題を【つかむ】

　　　　　　　↓

原因の追究
原因

〔よさや可能性〕
を【さぐる】

　　　　　　　　↓

解決方法等の話合い
解決方法を【見つける】

　　　　　　　↓

個人目標の意思決定

めあてを【決める】

決めたことの実践

【実行する】

実践の

【振り返り】

次への【見通し】

日常の生活や学習への適応と自己の
成長及び健康安全

「参考資料」例示

学級活動（２）
３・４年評価規準

一人一人のキャリア形成と自己実現

「参考資料」例示

学級活動（３）
３・４年評価規準

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

日常生活への自己の適応に関する諸
課題の改善に向けて取り組むことの
意義を理解し，よりよい生活を送るた
めの知識や行動の仕方を身に付けて
いる。

日常生活への自己の適応に関する諸
課題に気付き，解決方法などについ
て話し合い，自分に合ったよりよい解
決方法を意思決定して実践している。

自己の生活をよりよくするために，見
通しをもったり振り返ったりしながら，
意欲的に課題解決に取り組み，他者
と協力し合ってよりよい人間関係を形
成しようとしている。

事
前
の
活
動

①
問
題
の
発
見
・

確
認

アンケートやキャリア・パスポートなど
によって、自己の【日常生活への適応
等またはキャリア形成】を見つめ直す
大切さについて理解している。

アンケートに答えたり、キャリア・パス
ポートを活用したりして、自己の【日常
生活への適応等またはキャリア形成】
の現状について考えている。

意欲的にアンケートに答えたり、キャ
リア・パスポートを活用したりして、自
己の【日常生活への適応等または
キャリア形成】について顧みようとして
いる。

「学級活動（２）（３）」における「目指す児童の姿」

一連の学習過程
よりよい生活を築くための

知識・技能
集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現
主体的に生活や人間関係を

よりよくしようとする態度

事
後
の
活
動

④
決
め
た
こ
と
の

実
践

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する自分のめあてを実践
することの大切さを理解している。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】についての、自分のめあてを実
践している。

本
時
の
活
動

（
話
合
い
活
動

）

②
解
決
方
法
等
の

話
合
い

③
解
決
方
法
の

決
定

アンケート結果等から、【日常生活へ
の適応等またはキャリア形成】に関す
る自分たちの共通の課題に気付いて
いる。

アンケートの結果などから、【日常生
活への適応等またはキャリア形成】に
関する自分たちの共通の課題につい
て考え表現している。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の原因や解決の
ために必要な事柄について、担任やＴ
２などの話をもとに、理解している。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の解決方法を見
付けるため、様々な考えを生かした話
合いの仕方を理解し、身に付けてい
る。

自己に合った、【日常生活への適応
等またはキャリア形成】に関する課題
の解決方法について、具体的なめあ
ての書き方を理解している。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する具体的なめあてを、話
合いをもとに意思決定し、学習カード
に書いている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】について、自分のめあてに意欲
的に取り組むことで、自己の生活をよ
りよくしようとしている。

⑤
振
り
返
り

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する自分の実践を振り返
り、その努力や成果、課題等に気付
いている。 【日常生活への適応等またはキャリア

形成】についての自己の実践を振り返
り、見通しをもって、自己の生活の向
上に向けて、意欲的に実践し続けよう
としている。

アンケート結果から、【日常生活への
適応等またはキャリア形成】に関する
自分たちの共通の課題を意欲的に見
いだそうとしている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する実践を振り返り、その
努力や成果、課題等を振り返りカード
に書いている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題について、その原
因〔自己のよさや可能性〕を、教師の
助言を得ながら探り、友達の意見も参
考にして考えている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する資料等から、その原因
〔自己のよさや可能性〕について意欲
的に探ろうとしている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の解決方法につ
いて、様々な考えを生かして話し合っ
ている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の解決方法を、
様々な考えを生かした話合いをもと
に、意欲的に見付けようとしている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する解決方法について、話
合いをもとに決定し、意欲的に取り組
もうとしている。

次
の

課
題
解
決
へ

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する自分の実践の振り返り
を生かして、今後の生活を改善してい
く大切さを理解している。

今後の自己の【日常生活への適応等
またはキャリア形成】のための生活の
仕方について、さらなるめあてを含め
て振り返りカードに書いている。

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

希望や目標をもつこと，働くことや学
ぶことの意義を理解し,将来への見通
しをもち, 自己実現を図るために必要
な知識や行動の仕方を身に付けてい
る。

希望や目標をもつこと，働くことや学
ぶことについて,よりよく生活するため
の課題に気付き，解決方法などにつ
いて話し合い，自分に合った解決方
法を意思決定して実践している。

現在及び将来にわたってよりよく生き
るために，見通しをもったり振り返っ
たりしながら，自己のよさを生かし，他
者と協働して，自己実現に向けて意欲
的に行動しようとしている。

図 10 学級活動(2)(3) 発達の段階に即した活動形態別の「目指す児童生徒の姿」一覧（例） 
 

学級活動(2)(3)　発達の段階に即した活動形態別の「目指す児童生徒の姿」一覧（例） 小学校 ５・６年

【　　　】は、題材に応じて変更 〔　　〕は(3)

問題意識を高める
（アンケート等）

課題の把握
必要性の実感
課題を【つかむ】

　　　　　　　↓

原因の追究
原因

〔よさや可能性〕
を【さぐる】

　　　　　　　　↓

解決方法等の話合い

解決方法を【見つける】

　　　　　　　↓

個人目標の意思決定

めあてを【決める】

決めたことの実践

【実行する】

実践の

【振り返り】

次への【見通し】

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

希望や目標をもつこと，働くことや学
ぶことの意義を理解し，自己のよさを
生かしながら将来への見通しをもち，
自己実現を図るために必要な知識や
行動の仕方を身に付けている。

希望や目標をもつこと，働くことや学
ぶことについて，よりよく生きるための
課題を認識し，解決方法などについて
話し合い，自分に合った解決方法を
意思決定して実践している。

現在及び将来にわたってよりよく生き
るために，見通しをもったり振り返っ
たりしながら，自己のよさを生かし，他
者と協働して，自己実現に向けて自主
的に行動しようとしている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】について、自分のめあてに自主
的に取り組むことで、自己の生活を向
上させようとしている。

⑤
振
り
返
り

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する自分の実践を振り返
り、その努力や成果、課題等を理解し
ている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】についての自己の実践を振り返
り、見通しをもって、自己の生活の向
上に向けて、自主的に実践し続けよう
としている。

アンケート結果から、【日常生活への
適応等またはキャリア形成】に関する
自分たちの共通の課題を主体的に見
いだそうとしている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する実践を顧みて、その努
力や成果、課題等を振り返りカードに
書いている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題について、その原
因〔自己のよさや可能性〕を探り、これ
までの経験や友達の意見を参考にし
ながら考えている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する資料等から、その原因
〔自己のよさや可能性〕について主体
的に探ろうとしている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の解決方法につ
いて、多様な考えを生かして話し合っ
ている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の解決方法を、多
様な考えを生かした話合いをもとに、
主体的に見付けようとしている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する自分に合った具体的な
めあてを、話合いを生かして意思決定
し、学習カードに書いている。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する解決方法について、話
合いをもとに意思決定し、主体的に行
動しようとしている。

次
の
課
題

解
決
へ

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する自分の実践の振り返り
を生かして、今後の生活を改善してい
く意義について理解している。

今後の自己の【日常生活への適応等
またはキャリア形成】のための生活の
仕方について、今後の見通しをもって
振り返りカードに書いている。

事
後
の
活
動

④
決
め
た
こ
と
の

実
践

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する自分のめあてを実践
することの意義について理解してい
る。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】についての、自分のめあてを実
践している。

本
時
の
活
動

（
話
合
い
活
動

）

②
解
決
方
法
等
の
話
合
い

③
解
決
方
法
の

決
定

アンケート結果等から、【日常生活へ
の適応等またはキャリア形成】に関す
る自分たちの共通の課題に気付いて
いる。

アンケートの結果などから、【日常生
活への適応等またはキャリア形成】に
関する自分たちの共通の課題につい
て考え、表現している。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の原因や解決の
ために必要な事柄について、担任やＴ
２などからの資料をもとに、理解して
いる。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の解決方法を見
付けるため、多様な考えを生かした話
合いの仕方を理解し、身に付けてい
る。

【日常生活への適応等またはキャリア
形成】に関する課題の解決方法につ
いて、自分に合った具体的なめあて
の書き方を理解している。

「学級活動（２）（３）」における「目指す児童の姿」

一連の学習過程
よりよい生活を築くための

知識・技能
集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現
主体的に生活や人間関係を

よりよくしようとする態度

事
前
の
活
動

①
問
題
の
発
見
・

確
認

アンケートやキャリア・パスポートなど
によって、自己の【日常生活への適応
等またはキャリア形成】を見つめ直す
意義について理解している。

アンケートに答えたり、キャリア・パス
ポートを活用したりして、自己の【日常
生活への適応等またはキャリア形成】
の現状について考えている。

アンケートに答えたり、キャリア・パス
ポートを活用したりして、自己の【日常
生活への適応等またはキャリア形成】
について主体的に顧みようとしてい
る。

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

日常生活への自己の適応に関する諸
課題の改善に向けて取り組むことの
意義を理解し,健全な生活を送るため
の知識や行動の仕方を身に付けてい
る。

日常生活への自己の適応に関する諸
課題を認識し，解決方法などについて
話し合い，自分に合ったよりよい解決
方法を意思決定して実践している。

自己の生活をよりよくするために，見
通しをもったり振り返ったりしながら，
自主的に課題解決に取り組み，他者
と信頼し合ってよりよい人間関係を形
成しようとしている。

日常の生活や学習への適応と自己の
成長及び健康安全

「参考資料」例示

学級活動（２）
５・６年評価規準

一人一人のキャリア形成と自己実現

「参考資料」例示

学級活動（３）
５・６年評価規準

よりよい生活を築くための
知識・技能

よりよい生活を築くための
知識・技能
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 しかし、網羅的に示した「一覧」だけでは、学級活動の評価への負担感を感じたり、この中のどこに

重点化を図って評価して指導に生かすとよいのかが明確でなかったりするといった課題が見えてきた。

また、本市の「キャリア在り方生き方ノート」には、児童生徒が活用できる学級会の流れを示した資料

が提示されているが、それに加えて教師が指導に生かすための簡潔な学級活動の資料があれば、更に効

果的であると考えた。そこで「一覧」の他に、学級活動の一連の学習過程と基本的な指導のポイントを

明示した、教師が児童生徒の実態に合わせて評価の重点化を図るための「指導と評価の一体化 重点化

シート」（以下、「重点化シート」という。）の学級活動(1)版及び(2)(3)版を独自に作成した（図11）。 

（２）「児童生徒見取りシート」（評価補助簿）の活用 

 二つ目は、【教師による形成的アセスメント】を記録し蓄積しておくための「児童生徒見取りシート」

第 回 年 組 学級会 「議題 」

【教師の振り返り】

「学級会」これだけは！！ 学級活動（１）　指導と評価の一体化　重点化シート

★司会グループを中心に、学級全員

で話合いを進められるようにする。

★輪番の司会グループと提案者を中

心に準備できるようにする。

〇議題箱に入らない場合は、議題例

を示すなど実態に応じて指導する。

〇入れられた「提案」の中から、計

画委員会で選定できるようにする。

〇選ばれなかった「提案」へも配慮

して議題を決定できるようにする。

〇進行司会１、氏名司会１、黒板記

録２、ノート記録１を基本とする。

〇事前に、一人一人が考えをもてる

ようにしておく。

目指す児童生徒の姿

・議題箱に「〇〇〇」という思いを入れる

・計画委員会（司会グループ＋提案者）で、

教師の指導のもと、議題を選定する。

・学級全体で、議題を決定する。

指導のポイント一連の学習過程

①問題の発見・確認

１．はじめの言葉

２．計画委員（司会グループ）の紹介

３．議題の確認

「　　　　　　　　　　　をしよう」

③解決方法の決定

４．提案理由の確認

今、～だから、～をして、～なクラスに！

５．話合いのめあての確認

～～となるために、～～をしよう！！

６．決まっていることの確認

★全員で分担をして準備し、決めた

ことを実践できるようにする。

〇時間的に可能であれば、本時の中

で行うことも考えられる。

〇①の「出し合う」を事前の活動で

行っておくことも考えられる。

・話し合うこと①のアイデアについて、自分

の考えを学級会ノートに書く。

・全員で役割分担を行い、準備を進める。

・決めたことの実践をする。

・計画委員会で役割分担を行い、話合いの進

め方を確認する。

〇「出し合う→比べ合う→まとめ

る」の流れで①②を話し合う。

・一連の活動を振り返って、次への見通しを

もつ

話し合うこと②「工夫を考えよう」

８．決まったことの確認

９．話合いの振り返り

１０．先生の話

１１．終わりの言葉

④決めたことの実践

⑤振り返り

７．話合い

話し合うこと①「何をするか決めよ

〇必要に応じて、「話合いのめあ

て」を想起できるように助言する。

〇自分たちの話合いについて振り返

り、実践への思いも記入する。

〇何のための実践だったかを再確認

し、目的意識をもてるようにする。

★自分たちでよりよい学級生活をつ

くっていこうと思えるようにする。

〇次の実践へ向けた思いについても

書くように伝える。

②解決方法等の話合い

〇司会グループや、よい発言に着目

して、称賛する。

〇はじめの言葉を指名司会やノート

記録などが担当するなど工夫する。

〇自己紹介に加え、司会グループと

しての思いを語れるようにする。

〇議題、提案理由、話合いのめあて

は、事前にも周知したうえで確認。

〇提案者が自分の言葉で伝えられる

よう事前に指導しておく。

〇スキル的なことではなく、何のた

めに話し合うのかを明確にしてお

く。〇いつ、どこで、どのように行うの

か、条件設定を明確にしておく。

★折り合いを付けて「合意形成」を

図ることができるようにする。

【知識・技能】

※「目指す児童生徒の姿一覧」

をもとに記入（計画委員会中

心）

【思考・判断・表現】

※「目指す児童生徒の姿一覧」

をもとに記入

【思考・判断・表現】

【主体的態度】

本

時

の

活

動
（

話

合

い

活

動

）

事

前

の

活

動

事

後

の

活

動

学

級

会

議

題

提

案

理

由

第①

仲

②

工

夫

を

図 11 学級活動「指導と評価の一体化 重点化シート」の活用例 （令和２年度 川崎市総合教育センター特別活動研究会議作成） 
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（以下、「見取りシート」という。）の活用である（図12）。この「見取りシート」は、「参考資料」に紹

介されているものに準じて作成している。 

児童生徒のよさをフィードバックした際に、この「見取りシ

ート」に記録しておくことで、形成的アセスメントの蓄積を総

括し、指導要録に根拠をもって記録することが可能となる。単

に望ましい言動が見られた際に○を付けておくだけでなく、メ

モ欄に記述しておくことで、通知表の所見欄や指導要録の「総

合所見及び指導上参考となる諸事項」の欄に記述することも可

能となる。 

 さらには、○が付いていない児童生徒を把握することもでき

るため、次の時間には当該児童生徒を重点的に観察してフィー

ドバックしたり、必要な指導をしたりすることも可能となる。 

 

（３）「キャリア・パスポート」を活用した「実生活の自己調整」 

 三つ目は、【児童生徒による実生活の自己調整】の一環としての「キャリア・パスポート」の活用であ

る。今回の学習指導要領で、「児童（生徒）が活動を記録し蓄積する教材等を活用すること」24と明記さ

れたことを受け、「キャリア･パスポート」が令和２年度から全面実施となった。「キャリア・パスポート」

をポートフォリオとして、年間５枚以内の記録を蓄積していくこととされている25。 

特別活動勉強会「つながり」（2020）が全国の小学校教員652人に行った調査26によれば、「キャリア・

パスポート」について「学校として提案があり実践している」という学校は８月段階で66.7％であった。

それらの学校においても、多くは「キャリア・パスポート」として蓄積するものを決めた段階であった。 

しかし、本来の「キャリア･パスポート」は、蓄積したものを「教材」として児童生徒が活用し、自分

の過去を振り返り、将来への見通しをもって現在の自分を見つめ、行動目標を意思決定して実践するた

めのものである。つまり、将来を見据えた「実生活の自己調整」を行うためのものであるととらえた。 

「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」において「子供たちが自ら学習の目標を持ち、進め

方を見直しながら学習を進め、その過程を評価して新たな学習につなげるといった、学習に関する自己

調整を行い」27とあるように、「学習に関する自己調整」の重要性が述べられている。特別活動における

学習の対象は、実生活そのものであるといえる。そこで、本研究会議においては、「学習に関する自己調

整」を「実生活の自己調整」ととらえ直した。自己評価の視点から児童生徒が「キャリア・パスポート」

を活用して「実生活の自己調整」を行い、自己の成長へ向かって実践していく活動を行うこととした。 

 

４ 検証授業の実際 

（１）「自己実現」に焦点化した実践【Ａ小学校 第６学年】 

①検証授業Ⅰ 学級活動(1) 議題「夏まつり集会をしよう」 

Ａ小学校では、夏休み明けの８月27日に学級活動（1）の実践を、図13のように行った。 

                             
24 文部科学省『小学校学習指導要領（平成29年告示）』 2017年 p.181 
24 文部科学省『中学校学習指導要領（平成29年告示）』 2017年 p.164 
25 文部科学省「『キャリア・パスポート』の様式例と指導上の留意事項」2019年8月21日 
26 「第３回 新型コロナウイルス感染症の対応に伴う小学校における特別活動の現状に関する調査」特別活動勉強会「つながり」（2020） 

  ※「特別活動 希望の会」ホームページ https://kibounokai.web.wox.cc (2020年8月31日)より 
27 中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」2019年1月21日 p.9 

図 12 児童生徒見取りシートの例  
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②検証授業Ⅱ 学級活動(3)題材「後期のめあて」  

「自己実現」に焦点化したＡ小学校では、10月15日に学級活動（3）アの実践を、図14のように行った。 

③考察 

ア 「一覧」の活用と指導の改善 

 検証授業の実施にあたり、【手立て１】の「一覧」を活用

し、重点化する観点及び目指す児童の姿を図15のように指

導案に記述するようにした。これにより、指導の際に目指す

姿がより明確になり、評価の充実と指導の改善に生かすこ

とができた。特に、学級会後の「先生の話」では、表８のよ

うな視点で、学級会における児童の姿を見取り、フィード
図 15 「後期のめあて」指導案の抜粋（「目指す児童の姿」） 

7 . 話合い ○進め方などでつまづいた時には、 ☆時間を意識しながら、話合いの

話し合うこと① 　近くで助言する。 　流れに沿って臨機応変に話合い

　みんなで何をするか ○話合いのめあてからそれた場合 　を進めたり、公平に指名したり

　は、めあてを再度確認するよう 　している。

　声をかける。 　〔進行司会・指名司会〕

話し合うこと② ○できるだけ自分たちで決定できる ☆友達の意見を傾聴し、意見の要

役割分担 　ように見守り、話合いが行き詰ま 　点をまとめ、わかりやすく書い

　ってしまった時には助言する。 　ている。

○友達の思いを想像し、そこに寄り 　〔黒板記録・ノート記録〕

　添って聞こうとしたり、相手に応 ☆解決方法について、多様な意見

　えるために自分の思いを伝えよう 　のよさを生かして話し合ってい

　としたりする姿を見取り、本時や 　る。

　事後の活動などに生かせるように 【思考・判断・表現】〈観察〉

　する。

8 ．決まったことの確認

図 13 検証授業Ⅰ【Ａ小学校 学級活動(1)「夏まつり集会をしよう」】の実際の様子 本時８月 27日  事後９月４日 

図 14 検証授業Ⅱ【Ａ小学校 学級活動(3) 題材「後期のめあて」】の実際の様子 本時 10月 15日 
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バックすることができていた。重点化のみを考慮した場合

には、ここまで広い視野で児童や学級全体のよさを見取っ

てフィードバックできていないものと考える。重点化を図

るとともに多面的・総合的な視点をもち合わせて指導に当

たるためにも「一覧」の活用は、概ね有効であった。 

 一方で、日常の学級活動の指導において、指導案を作成す

る機会は多くはない。教師が日常の指導と評価に生かすことができる簡潔な資料の必要性が見えてきた。

そこで、23ページに示した「重点化シート」の作成に至り、これ以降の検証授業において活用した。 

イ 「キャリア・パスポート」の活用と指導の改善 

 検証Ⅱでは、学級活動(3)「後期のめあて」を実施した。その際、こ

れまでに蓄積した「キャリア・パスポート」を活用した（図16）。ここ

には、５年次の学級活動(3)で使用した「６年生に向けて」、６年６月

（本来なら４月実施）の「６年生になって」、修学旅行の代わりの学級

活動(1)「修学旅行集会をしよう」のワークシートを蓄積してある。 

表９は、授業後に児童を対象に行ったインタビュー

における児童の言葉の抜粋である。「キャリア・パスポ

ート」があることによって、「自分（の成長）に気付く

ことができる」「中学校でめあてを立てるときにも使

える」「自分では気付けないことが担任のコメントか

ら分かる」といった児童の言葉からは、「キャリア・パ

スポート」を活用して自己を振り返り、少し先の将来

への見通しをもって、後期のめあてを立てることができていたといえる。このことから、【手立て３】と

しての「キャリア・パスポート」の活用は、「実生活の自己調整」につながったということができる。 

ウ 学級活動の積み重ねによる「自己実現」の視点での児童の変容 

 表10は、児童Ｂさんが学級活動(3)で立てためあて

等の変遷をまとめたものである。担任のコメント、つ

まりフィードバックにより、６月に立てた「楽しむ」

というめあてが、「行動にうつす」と変容し、「実生活

の自己調整」を行っていることが、表９のインタビュ

ーと合わせて考察すると見えてくる。また、学級活動

(3)に留まらず、学級活動(1)における集会活動の経験

が、今回の意思決定に大きく影響しているといえる。 

 表11は、全26項目の四件法のアンケートのうち、事

前と事後で肯定的な回答の上昇率が高かった項目上

位３点を示したものである。割合としては高いとは言

えない項目もあるものの、この３点の上昇率が上位を

占めたことから、学級活動の積み重ねにより、話合い

を生かして目標をもって実践する活動を通して自己

肯定感が高まり、「なりたい自分を目指し、自分らし

く生きる」という自己実現の視点での児童の変容につながったといえる。 

図 16

表 10 Ａ小学校児童Ｂさんのめあて等の変遷 

表８  
①学級全体へのねぎらい

②担任の率直な感想（感動、うれしい、すばらしい）

③話合いの流れの称賛

④話合いの内容（よかった発言等）の称賛

⑤学級会の積み重ねによる学級の成長を称賛

⑥司会グループの児童の称賛

⑦その司会のがんばりに応えたフロア児童の称賛

⑧実践へ向けての期待を述べる

⑨学級目標へつながるという価値付け

⑩安堵感も正直に伝える

⑪話合い後の個別のフィードバック

実施月 記述の項目 記述内容内容

(3)「6年生になって」のめあて 一生懸命全力で楽しむ（集会・行事）

めあてに込めた思い
真面目に行動することも大切だけど、楽しむときは全力で

楽しみたい。最後の一年間はこれまで以上に楽しむ。

「6年生になって」の

振り返り（帰りの会で記入）

集会や行事では思いっきり楽しみました。目標が達成でき

たと思います。修学旅行集会や夏まつり集会で１２０パー

セント楽しんで、忘れられない集会になりました。

担任のコメント
前期のAさんは、本当にキラキラ輝いて見えました。どん

なことにも前向きに全力で取り組んできた結果だね。

(3)「後期のめあて」のめあて 考えるだけではなく、行動にうつす

めあてに込めた思い

やりたいことがあっても、行動しないと実践しないので、

このめあてにしました。実際、修学旅行集会や夏まつり集

会では、行動したからの楽しさなので、後期は実現のため

にどんどん行動に移して、楽しい活動をしていきたい。

６月

９月

10月

表 11  児童アンケートで上昇率が高かった項目とその結果 

№ 質問番号 質問内容 6月 11月 差(ｐ) 上昇率(倍） 

① 質問11 自分にはよいところがある 38.9% 55.5% 16.6 1.43

② 質問24
話し合う活動を通じて自分の考え

を深めたり広げたりできている
66.6% 86.1% 19.5 1.29

③ 質問8
「学級活動」の話合いを生かして

めあてを決めて行動している
77.7% 97.2% 19.5 1.25

表９ 授業後の児童インタビューにおける児童の言葉(抜粋) 
児

童

Ａ

さ

ん

(キャリア・パスポートは、)見返せるし、なんか、自分がもっと気付くこ

とができるから、「身近にあってすぐ見れる」っていうのがいい！！

(キャリア・パスポートは、)まあ、小学校では（もう）ないかも知れない

けど、中学校でめあてを立てるときにも使えると思う。

(担任からのコメントを読んで)私は、「本当に、キラキラ輝いて見えまし

た」って書いてもらったんですけど、なんか、自分じゃ気付けないこと

があって、それを書いてもらって、自分のめあてを立てやすくなった。
児

童

Ｃ

さ

ん

(担任からのコメントを読んで)ちゃんと見てくれているんだなって。全体

もそうだけど、個人個人、見てくれているんだなって感じました。うれ

しいです。ちゃんと見てくれているんだなって。

児

童

Ｂ

さ

ん



 

 

 

- 27 - 

 

（２）「人間関係形成」に焦点化した実践【Ｂ中学校 第２学年】 

①検証授業Ⅰ 学級活動(2) 題材「体育祭に向けて～絆を深めるために～」 

「人間関係形成」に焦点化したＢ中学校では学級活動（2）アの実践を、図17のように行った。 

②検証授業Ⅱ 学級活動(1) 議題「信じ合う心を高める企画をしよう」 

Ｂ中学校における学級活動（1）は、学級目標の「信じ合う心」を高めるために、図18のように行った。 

③考察 

ア 「一覧」及び「重点化シート」の活用と指導の改善 

 全体で２回目となった本学級の検証Ⅰ以降は、「一覧」に加えて「重点化シート」を作成し活用した。

図19は、実際に書き込んだ「重点化シート」の抜粋である。事前の活動では「主体的態度」、本時の活動

では「思考・判断・表現」、事後の活動では「主体的態度」の評価にそれぞれ重点を置いて実践した。 

図 17 検証授業Ⅰ【Ｂ中学校 学級活動(2)題材「体育祭に向けて～絆を深めるために～」】の実際の様子 本時９月８日 

図 18 検証授業Ⅱ【Ｂ中学校 学級活動(1)議題「信じ合う心を高める企画をしよう」】の実際の様子 本時 10月 27日 
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今回の改訂で、小学校、中学校ともに、特別活

動の目標の中に、合意形成と意思決定が明確に

分けられた形で示された。そこで、中学校にお

いても学級活動(2)の学習過程例に基づいた指

導展開で授業を計画できるよう、「重点化シー

ト」に明確に示した。そのため、学級活動(2)の

本時の活動において、生徒は、「つかむ」→「さ

ぐる」→「見つける」→「決める」という流れを

経て、個人目標の意思決定を行うことができた。

このことから、この「重点化シート」が指導の改善につながったといえる。 

なお、本実践の「重点化シート」では、「さぐる」場面での「知識・技能」に斜線を引いた。「参考資

料（小学校）」28でも例示されているように、必ずしも毎回の学級活動(2)で「知識・技能」を見取らなけ

ればならないわけではない。年間指導計画に基づいて「知識・技能」を見取る学級活動(2)も設定する必

要がある。 

イ 「見取りシート」の活用と指導の改善 

 図20は、担任がこれまでに書き込んできた「見取りシー

ト」である。担任は、これまでに、○が付いていない生徒の

うち、特に今回の学級活動で見取る生徒の名前を「重点化シ

ート」に予め書き込んでおき、その生徒に十分満足できる活

動の状況が見られた際には、書いておいた名前に印を付け、

授業後に「見取りシート」に転記した。「見取りシート」に直接書き込んでいく方法も考えられるが、授

業中に複数のシートが手元にあると煩雑になると判断して、「重点化シート」と「見取りシート」を関連

付けながら取り組んだ。そうすることで、より効果的に生徒を見取ることができた。ただし、その際、

チェックが目的とならないよう、指導に生かすことを目的とするように留意した。 

ウ 「振り返り」と「生徒インタビュー」からみた「人間関係形成」の視点での生徒の変容 

図21は、検証Ⅱの実践後の生徒の振り返りである。

人間関係形成を意識した学級目標「信じ合う心」の高

まりを体育祭や合唱コンクール等の学校行事と関連付

けて実感している。これを書く３日前に行ったインタ

ビューにおいて生徒Ａさんは、「12月に合唱コンが控え

ていて、そこは絆を深めないといけないかなって、合

唱なので。私の目標は合唱コンも、すべての行事にお

いて、まとまってみんなで笑顔で２年４組を終わりま

しょうっていう感じだったんですね。」と述べた。つま

り、検証Ⅰにおける、学級活動(2)「体育祭に向けて～

絆を深めるために～」で立てた人間関係形成の視点での個人目標が、検証Ⅱの学級活動(1)の実践や、そ

の後の学校行事へもつながっている。このことから、Ｂ中学校での学級活動の取組は、支持的風土を醸

成し、協働する姿、換言すると「人間関係形成」の視点での生徒の変容につながったといえる。 

                             
28 国立教育政策研究所『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校特別活動）』 東洋館出版 2020年 p.92 

図 19 Ｂ中学校検証Ⅰの「重点化シート」活用の実際（一部抜粋） 

図 20 Ｂ中学校における「見取りシート」（一部抜粋） 

図 21 Ｂ中学校生徒Ａさん 生徒Ｂさん の事後の振り返り 
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（３）「社会参画」に焦点化した実践【Ｃ中学校 第３学年】 

①検証授業Ⅰ 学級活動(1) 議題「学級目標に近づくための企画を考え実践しよう」 

「社会参画」に焦点化したＣ中学校の検証授業Ⅰの学級活動（1）を、図22のように行った。 

②検証授業Ⅱ 学級活動(1)「30minレクを企画し実践しよう」 

Ｃ中学校では、検証Ⅱにおいても「社会参画」の視点で学級活動（1）を、図23のように行った。 

③考察 

ア 「一覧」及び「重点化シート」の活用と「指導の改善」 

 Ｃ中学校においては、目指す生徒の姿として、「よりよい学級・学校生活をつくる」といった「社会参

画」の視点に焦点化したために、６月実施のプレ授業を含めて、学級活動（1）を柱に検証授業を行った。

図24は、検証Ⅰで使用した「重点化シート」の抜粋である。本時においては、話合い活動の「思考・判

図 23 検証授業Ⅱ【Ｃ中学校 学級活動(1)議題「30minレクを企画し実践しよう」】 本時 11月５日 事後 11月 13日 

図 22 検証授業Ⅰ【Ｃ中学校 学級活動(1)議題「学級目標に近づくための企画を考え実践しよう」】 本時９月 24日 
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断・表現」に重点化を図っている。 

学級会で担任が全体に助言をした場

面は、表12のように４回あった。助言①

は、多様な意見の意思表示を促す助言

であり、重点化した「目指す姿」に基づ

く助言といえる。一方で、助言②～④

は、「一覧」に基づいた多面的な助言と

いうことができる。助言②と③は、「社

会参画」や「合意形成」の視点からの助

言であった。助言④は、生徒の様子を即

座に見取り、話合いの方向性を修正す

るための助言であった。このように、

「一覧」と「重点化シート」を効果的に

活用して指導に当たることで、様々な

視点で話合いの状況を見取り、フィー

ドバックすることができたといえる。

このことから、「一覧」及び「重点化シ

ート」によって、「評価の充実と指導の

改善」を図ることができたと考える。 

イ 「指導の改善」による生徒の活動の変容 

 表13は、３回の学級会における、フロア側の生徒の発言人数と発

言回数を40分あたりに換算して比較したものである。６月から９月

では、発言人数に大きな差は無いが、発言回数が倍増している。９月

から11月では、発言回数も増えつつ発言人数の増加が顕著であった。もちろん、回数だけが増えればよ

いというものではないが、少なくとも量的には生徒の学級会への参画度は向上している。次のウでも述

べるが、これは質的な変容にもつながるものであり、生徒の「社会参画」の視点での変容が見えてくる。   

ウ 「生徒インタビュー」からみた「社会参画」の視点での生徒の変容 

表14は、Ｃ中学校の生徒へのインタビューにおける各生徒の言葉の抜粋である。みんなで決めて実践

する楽しさや、よりよい学級の環境づくりにつながるといった学級活動の意義に気付いていることがわ

かる。また、単なる参加ではなく、「参画」

に変わってきていると感じているととも

に、「よりよい社会」をつくっていきたいと

いった思いも抱いている。これは、学級活動

(1)の一連の学習過程の積み重ねによるも

のであると考える。年間35回の学級活動の

中で、児童生徒の活動の様子を適切に評価

したうえで指導を行うことを積み重ねてい

くことによって、よりよい学級・学校生活を

つくる姿、言い換えれば、「社会参画」の視

点での生徒の変容につながったといえる。 

図 24 Ｃ中学校検証Ⅰの「重点化シート」活用の実際（一部抜粋） 

表 12 Ｃ中学校検証Ⅰの学級会における教師の助言場面と内容 
時間帯 内容 助言の意図

助言① 前半

話題の偏りが見られたため、多様な意見を出すよう、他

のものをよいと考えている生徒に配慮して、意思表示を

促す。

多様な考えを引

き出し、話合い

への参加を促す

助言② 中盤

全員でやるのか、一部で準備するのかという基本的な約

束事の質問に「全員でやるが大原則」であることを伝え

る。

全員でつくりあ

げるという参画

意識を高める

助言③ 後半

消去法的によいものに決めようという流れに対して、ど

れも仲間が考えた大切な意見であることを押さえ、よく

ない点を出し合っても決まらないということを伝える。

よさを生かす視

点での合意形成

を促す

助言④ 終盤

「決まっていること」としての実施時間（帰りの会に収

めればよいのか、１分なのか）についての認識のずれを

修正。

共通認識へのズ

レの修正を行う

表 13 

学級の生徒数は 39 名

実施月
40分あたりの

発言人数（人）

40分あたりの

発言回数（回）

　６月 11.0 20.3
　９月 11.9 44.3

11月 17.8 47.4

表 14 Ｃ中学校の生徒インタビューで得られた言葉（一部抜粋） 

生

徒

C

さ

ん

私の意見は、取り入れることは、今回のレクではできなかったんですが、み

んなで決めて、みんなで決めたことを「何か一つに向かって取り組むってい

うことの楽しさ」を知ることができました。

生

徒

D

さ

ん

学級会ってこういうことなんだっていう。意見の出し合いっていうだけでは

なくて、お互いを、お互いの意見を、分かり合えるような助け合えるよう

な、そういう「環境づくり」をしていくうえでもすごく大切な場だと･･･。

生

徒

E

さ

ん

前までは、ずっとこう、そこにいるだけで参加しているだけっていう人も多

かったんですけど、「参画」みたいな感じで、意見を出してくれる人が増え

てすごいよかったなって･･･。

生

徒

F

さ

ん

これからは、そういうふうに、自分の意見とかを他人に伝えて、大きいくく

りで言うと「よりよい社会」とかになっちゃいますけど、身近なことで言う

と、行事の時にクラスを盛り上げたりとかできたらいいなと思いました。
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Ⅲ 研究のまとめ 

１ 成果について 

（１）「評価の充実と指導の改善」における三つの手立ての有効性について 

本研究では、「評価の充実」を視点に三つの手立てを設定し、実践を通して検証を行ってきた。特に、

「評価の充実」を目指した【手立て１】の「一覧」で目指す姿を多面的にとらえ、「重点化シート」で学

級活動の一連の学習過程における基本的な指導のポイントを理解し、目指す姿の重点化を図ることで、

指導の際の指針となり、「指導の改善」に生かすことができた。 

また、【手立て３】の「キャリア・パスポート」を、個人目標を意思決定するための手立てとして「活

用」するという、新たな方法で実践した点も、「指導の改善」となった。 

さらには、【手立て２】の「見取りシート」によって、【手立て１】や【手立て３】による結果を含め

た児童生徒のよさを記録しておくことにより、その後の更なる指導の改善に生かすことができた。  

これらのことから、三つの手立てを関連付けながら活用することで、研究主題である「学級活動の一

連の学習過程における評価の充実と指導の改善」につながった。 

 

（２）「評価の充実と指導の改善」と「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」の視点での変容について 

 本研究の副主題は、「自己を生かし、協働してよりよい学級・学校生活をつくる児童生徒の育成を目指

して」であった。検証授業の考察の中で述べてきたように、「学級活動の一連の学習過程における評価の

充実と指導の改善」が、児童生徒の「自己実現（自己を生かし）」「人間関係形成（協働して）」「社会参

画（よりよい学級・学校生活をつくる）」の視点での資質・能力の向上につながった。これは、教師が、

育成を目指す姿を明確にもち、学級活動の時間はもとより、日常の学級・学校生活全体の中で、児童生

徒のよさを見取り、フィードバックしていたからである。 

副主題とセンター実践研究主題の関係性を鑑みると、「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」の視点

で「指導と評価の一体化」を図って学級活動を実施していくことは、センター実践研究主題である「自

己実現を図り、持続可能な社会を創る資質・能力」の育成にもつながるものであるということができる。 

 

（３）「実生活の自己調整」について 

 本研究では、「キャリア・パスポート」を活用することで「実

生活の自己調整」を促すことを視点の一つとした。研究を通し

て、単に「キャリア・パスポート」の活用だけでなく、学級活

動(1)や(2)も含めた学級活動、さらには特別活動の積み重ねの

中で、図25のように、まるで「本返し縫い」をするかのごとく、

「少し前の自分を振り返り、少し先の将来を見通し、今の自分を見つめ、意思決定して実践する」とい

った「実生活の自己調整」ができるようになっていくことが見えてきた。このことも成果の一つである。 

 

２ 課題について 

（１）「一覧」及び「重点化シート」の一般化とその効果や課題の検証の必要性 

 今回の研究は、【手立て１】としての「一覧」及び「重点化シート」を、学級活動に精通している研究

員が活用したケースについて検証したものである。今後は、市立小中学校の多くの教員が活用すること

で、どのような効果があるのかといったことも検証する必要がある。そのためにも「一覧」及び「重点

図 25 「実生活の自己調整モデル」（青木作成） 
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化シート」を広く普及させ、一般化を図っていく必要があると考える。 

 

（２）「見取りシート」の更なる検証の必要性 

 本研究の【手立て２】として扱った「児童生徒見取りシート」の活用方法について、Ⅱ-４の考察部分

で紹介した。しかし、１年間の研究という期間的制約もあり、小学校児童（中学校生徒）指導要録の「特

別活動の記録」にどのように生かせたかという点での検証はできていない。「参考資料」の例示を生かし

ながら、今後、「見取りシート」を指導要録の記録につなげていく方法等の研究も必要であると考える。 

 

（３）「集団の評価」の方法を明らかにしていく必要性 

今回の研究は、学級活動の評価に焦点を当てたものであった。学級活動の評価を論じる際には、「個の

評価」だけでなく、「集団の評価」という視点も重要である。しかし、本研究では、「集団の評価」の方

法については、具体的には言及していない。今後は、学級集団の高まりを教師がどのように見取るか、

児童生徒自身が集団をどのように評価し、自分たちでその結果を生かして、どのようによりよい学級・

学校生活をつくっていくのかといったことに焦点を当てた研究をしていく必要があると考える。 

 

 

最後に、研究を進めるにあたり、ご支援、ご助言くださいました講師の先生、また校長先生をはじめ

学校教職員の皆様に、心より感謝し厚くお礼申しあげます。 
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